
豊橋市制施行100周年記念

校区のあゆみ
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［絵図左上の文】

「此度御村方絵図面、御仕立出来なられに付き、拙者ども村方御村

方と境目の所において相違はなく印形いたし進むべく旨、即ち相

改め候処、相違これ無く候間印形致し迫わし候もの也」
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［絵図左下の文］
さか9， わけあさらか すなわら

「郷村の田、野の界、今分明と雖も径年の久しく至り、若し大風、甚雨の為消亡の所の有るは則後世水際の処、
あらそ わざが＇ 笞娑
訟う恐れ有り、花ヶ崎村の里、まさに患の己久癸、故に界境の図を後のil豆ために我輩にねがってきた。於この

し●くしゃく

因の測量法は分間縮を六尺を三厘と為し（二千分の一）推尋し而して図画に応需した、然しと雖も路に至って

は細道、土手、溝、どぶ、の狭く小さいものは一厘の十分の一となり筆にすることができない、故有不応分量
さかいつながり のこらず すぺて のこらず ●わむ

者且、あぜ、畑、田の界の繋の多きは不悉測量し、凡空眼（星を観測し位置を定め）をもつて悉不測量を究、

大概爾」

文化十一年甲戌夏四月 三河吉田藩士

同牟呂村住

これとも
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【絵図右下の文］

「是まで村の絵図これ無き故、後々境目などの事につき異論これ無

き様、この度、庄屋、組頭、長百姓、 相談の上隣村役人え掛け合
なし

い、境目 あい改め、さて、そのむきの巧者の人を頼み絵図四枚成

いた し、ついては、境目々々 え隣村当時役人の印形を乞請い、 三

枚は村愴漏＇みの三社え奉納、壱枚は村役人預け置くのもの也」



未来への担い手たち

羽田中学校体育祭（上）
自分たちで企画、運営した体育祭。団結心で、統制の
とれたクラスマッチ。

羽根井小学校運動会（右）
6年生になると心身ともに成長し、こんなに大きくな
りました。「よく学び、よく遊べ」羽根井小学校で良
かった。

往完保育園運動会（上）
花ヶ崎保育園運動会（左）
生まれて初めての集団生活、泣きながら母親と通った
保育園。今では笑顔でいけるようになりました。みん
なでかんばった運動会のマスゲームも見事にできまし
た。

土曜ひろば「そうめん流し」（上）
子どもの余麻をどう過ごすか、世代間交流を含めて楽
しみながら物事を学ぶひととき。

スポーツフ ェスタ「むかで競走」（左）
スボーツを通じて地域の「和」とコミュニケーション
づくりに力いっばいがんばった。



発刊によせて

平成18年度

豊橋市総代会長

西 義雄

このたび、豊橋市制施行100周年を記念し、

「豊橋校区史～校区のあゆみ」を発刊する運

びとなりました。皆様のご協力により記念事

業にすばらしい彩りを添えることができまし

たことを、心よりうれしく思います。

この事業は、 100年の節目を契機に地域の

歴史や文化、自然などを改めて見つめ直し、

将来の夢に思いを馳せていただくものであり、

51校区すべてが足並みを揃え発刊できたこと

に、たいへん大きな意義を感じています。ま

た、各校区におきましては、編集委員を中心

に多くの地域住民の皆さんが資料の収集や原

稿の執筆などに携わられたことと思います。

こうした取組みを通し、地域の絆がさらに深

まったものと考えています。

地域イベントの開催を含め「市民が主役」

を合言葉に行政と協働で進めてきた100周年

記念事業ですが、多くの地域住民の方々が

様々な形で挙って参加できたことが何よりの

成果であったと思います。今後におきまして

も、この100周年記念事業を一過性のものに

終わらせるのではなく、次の100年に繋げて

いかなければならないと考えています。

最後に、本校区史の発刊にあたり、多大な

ご協力を頂いた多くの皆様に改めてお礼を申

し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

平成18年度

羽根井校区総代会長

夏目章

豊橋市制100周年記念事業の一環として各

校区で校区史を編集、発刊することになりま

した。自分の校区を見直し、再発見すること

が出来る大変よい機会であります。

遠い過去を振り返ってみると、先人の歩ん

で来た道には、幾多の努力や困難を乗り越え

てきたことが分かります。この校区史発刊に

よって、羽根井校区が今以上に平和で明る＜

住みよい校区になるために、何ができ、また

何をしなければならないかを考える手だてと

なればと思います。

この校区史が発刊できたのは編集委員の皆

さんを始め多くの方々のご支援とご協力のお

かげであることを忘れてはなりません。

わが羽根井校区が、文化、経済共々栄え、

発展していくために、特に若い人たちに期待

するところ大なるものがあります。地域に見

合う先見性と新しい時代にマ ッチしたまちづ

くりの主体になりますよう期待いたします。

本冊子が校区発展の担い手になれば編集委

員一同及び協力していただいた方々にと って

この上ない幸せであります。

最後に、校区史発刊に際して、ご支援ご協

力を頂きました多くの方々にお礼を申し上げ

てご挨拶といたします。
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校区の位置

1) 



第 1章 自然と環境

第1章 自然

1 土地のようす

(l)位置と面積

羽根井校区は、豊橋市役所の南西約 2km、

豊橋駅の西に隣接し、 北は花田、南は福岡、

東は松山、西は牟呂 ・汐田の各校区と接して

いる。校区のほぼ中央に羽根井小学校が位置

し、東経137゚22' 、北緯34゚45' である。本

校区は東西約1.5km、南北約 1km、面積は約

1.57km2である。

最高地点は白河町の白河公民館付近で海抜

8.5m、最低地点は豊橋中央図書館前道路で

海抜1.5m、ちなみに羽根井小学校の運動場

は海抜6.8mである。また、北端には牟呂用

水、南端には柳生川が東から西に流れている。

と 環境

.,＼名弓張山地

巳天伯原台地
i 

ロ高師原台地

□9111左岸段丘
亡］豊橋段丘

0 5km 
9 9 

(2)豊橋の地形と地質

豊橋の地形は、複雑に組み合わさ って分布

しているが、大きく山地・台地（段丘） ・低

地の三つに大別される。

山地 南北に連なる八名弓張山地と呼ばれる

山並みが、 豊川の東方、中央構造線の南東側

に位置している。標高200-400mの山々が占

め、石巻山もこれにあたる。この山地は、中

生代（約2億5000万年前～6500万年前）の海

豊橋市域の地形概観図
（豊橋市自然環境保全甚礎調査報告書より作成）

底堆積物が陸側に付加してできたものと考え

られている。構成する岩石類は、チャート、

泥岩、砂岩、石灰岩、緑色岩からなり、この

地域の基盤岩類をなしている。

台地 台地は形成年代や位置により、大きく

天伯原台地・ 高師原台地・ 豊川左岸段丘 ・豊

橋段丘などに区分される。

天伯原台地は、 主に渥美層群（約90万～20
されき

万年前）と言われる砂礫の堆積層からなり、

高位段丘である。梅田川から南に向かって高

度を上げ、海岸近くでは最高70
豊

川

柳
生
川

梅
田
川

高位段丘
（天伯原台地） m 

60 

北 4゚ 南

匠
• . • . • .• . ．ー ・

天伯原・高師原 ・豊橋段丘の模式断面図 （豊川市史を参考に作成）

~80mに達し、 急崖で海へ落ち

込む特殊な地形をしている。豊

橋の台地としては一番古い台地

である。

次に古いのが高師原台地と豊

川左岸段丘である。高師原台地
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校区のあゆみ 羽根井

は、渥美層群を不整合に覆い、柳生川と梅田

川の間に広がる平坦地である。豊川左岸段丘

は柳生川以北に分布し、高師原台地と同じく

中位段丘（標高30mほど）である。

豊橋段丘は、台地の中では一番新しく、豊

川の低位段丘（標高10mほど）である。羽根

井校区の北側のやや高い地域がこれにあたる。
ちゅうせき

沖積低地 今から 1万年前までの完新世とい

う時代に堆積した、最も新しい地層である。

羽根井校区では、柳生川沿いの地域がこれに

あたる。

(3)羽根井校区の地形と地質

羽根井校区の地形は、羽根井小学校を含む

やや高い地域の台地（豊橋段丘）と、柳生川

沿い地域の一段低い低地（沖積低地）とに大

別される。

これは柳生川の方から羽根井小学校の南側

の道路に向かって歩いて行くと、どこも急な

上り坂になっていることからよく分かる。

羽根井校区の台地（豊橋段丘） 羽根井校区

の台地は、豊橋段丘と呼ばれる。

豊橋段丘は、豊川と柳生川の間にあり、 豊

橋市街地の主要部分も含み、台地としては一

ゅうぱし

＼ 

ヽ

1 2 3 凡例

粘性土D
砂質土口

砂礫〖瑚

新幹線沿いの模式断面図 （東三河地区の地盤より作成）

珍亥笏台地を形成している地層

二

番新しく、豊川の造った低位段丘である。

この段丘の東縁は海抜10m、西に向かって

傾斜しているため、白河町では標高 8mぐら

い、往完町では 6m、西端の牟呂町では 3m

ぐらいになる。さらに柳生川沿いの沖積低地
がt、

とは段丘崖で接している。

豊橋段丘を形成しているのは主に砂礫層で、
リュウモンガン

礫は主として設楽地方に産出する流紋岩や
アンザンガン

安山岩などの扁平な中礫である。これらの礫

この地層は豊川によって

堆積されたものであると

: ・ : ・ : ・ : ・ : ・. ・ : ・ : ・ : ・ : •. ・ •... 
. •.. •. • 、:,＼ 亨•.•. ・・:・ :・:：：え忍喜／
:. ： :．: ・ ・ • ・ • •....· • ・ • ・ •. •. •. 

.:::::::::::::::: 
・.・.・.・.・.・.・.・.・ 
・・ク；．ゃ・.•..“//‘“’ · ・．・ウ、グろ・

羽根井校区の地質図 （東三河地区の地盤より作成）

から、

運搬、

いえる。

東海道新幹線が開通する一年

前の昭利38年 (1963)、建設省

と愛知県は地盤調査と地質ボー

リングをおこなった。

上図は豊橋駅から花中一区を

結んだ地質断面図である。この

断面図を見ると、部分的に粘土

層や砂層が人り混じっている 。

このことから豊川の流れた川筋

や流速、流量が時代によって変

化したことがうかがえる。
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ちゅうせき

羽根井校区の低地（沖積低地） 羽根井校区

の低地は、柳生川沿いの一段低い地域にあり、

沖積低地と呼ばれる。

沖積低地は、新生代第四紀の完新世という

約 1万年前の時代から現在までに堆積した、

最も新しい地層である。

最後の氷河期が終わり地球の気温が上昇す

ると、氷河の氷が融けて海面が上昇した。日

本では縄文海進と言われ、約6,000年前には

三河湾も奥まで海になった。小浜町の主塩貝

塚の研究からも、柳生川付近が、その頃海で

あったことが述べられている。その後、海岸

線は後退し、柳生川が砂礫 ・シル ト・泥など

を運搬堆積させ、柳生川沿いに低地が出来上

がった。

愛知県地質 ・地盤の沖積層等厚線図を見る

と、濃尾平野の沖租低地は厚いところで50m

あるが、豊橋平野は15m以内、羽根井校区の

沖積層は5m以内と薄い。

縄文時代の海岸線 （福岡むかしと今）
200 

今の羽根井小学校の南側は、ずっとがけにな

っとってなあ。その下は、田んぼばかりだっ

た。柳生運河のちょっと北側には、湧き水が

出と ってね。子どもの時には、よく飲みに行

ったよ。そこから見ると、牟呂の八幡様がよ

く見えたよ。

（明治の終わりから大正の頃の古老の話）

g 気候と災害

(1)気候

豊橋市は太平洋側気候区に属し、 三河山地、

弓張山地に囲まれ、太平洋の黒潮の影響を受

け、比較的温暖な気候である。羽根井校区の

気候について、平成 7年から平成16年 (1995

-2004)の過去10年間の豊橋市の気象データ

から調べてみた。

気温と降水量 過去10年間における月別平均

気温と平均降水量は下図のようになった。

年平均気温は16.5℃、最高気温は平成13年

8月の38.0℃、最低気温は平成11年 2月

の一4.7℃である。これは20年前の昭和62年

に発行された「わが町羽根井」のデータ

(1976-1985)から比較すると、年平均気温

は1℃高く なっている。また最高気温は 2℃

高く 、最低気温も0.1℃高くなっている。こ

れによっても地球温暖化現象がうかがえる。

平均年間降水量は1,529.lmm、平均年間降

水日数は108日で、 1週間に 2日の割合で雨

が降ることになる。また 6~10月の 5か月間

に6割の雨が降り、しかも台風による大雨や

集中豪雨がこの時期にある。11~2月は降雨

が少なく、降雪はほとんどないが、平成17年

12月23日未明から降った雪は豊橋の交通の一

部が麻痺するところもあった。

(mm) 

250 

150 

100 

50 

゜

亡］平均降水量→一平均気温

、̀‘
℃
o

5

0

5

0

 

、,、3
2

2

1

1

5

゜1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 （月）

豊橋の気温と降水量 (H7~H16の平均）
（豊橋市消防年報より作成）
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校区のあゆみ 羽根井

風 過去10年間における、 豊橋地方に吹く最

も多い風は、西北西の風である。20年前のデ

ータは北西の風であったが、 今回は西よりの

風に変わっている。風は晩秋から春先にかけ

てよく吹き、山越えの乾いた季節風は “三河

のから っ風”と呼ばれる。夏は太平洋から湿

った弱い南よりの風が吹き、 蒸し暑い。

西
⑬

南
⑬

呼
ー

東

刀

東
〇

東
⑫

／
南
け

守
豊橋の風向別日数 (H?~H16の平均）
（豊橋市消防年報より作成）

10月 4月

風速(m/s)

7月

豊橋の月別平均風速 (H7~H16の平均）
（豊橋市消防年報より作成）

(2)風水害

愛知県災害誌によれば明治から130以上の

台風が三河地方に接近した。そのうち50近く

は豊橋地方に家屋の全半壊、川の決壊、橋の

流失などの被害が記録されている。大きなも

のは13号台風と伊勢湾台風である。

13号台風 昭利28年 (1953) 9月25日、志摩

半島に上陸、伊勢湾に入り、長野県諏訪湖方

面へ去った。このため、 三河地方では毎秒20

~30m、伊良湖で最大瞬間風速39.9mの暴風

が吹き、 1時間に20-40mmの豪雨が 3~ 4 

時間続いた。豊橋でも満潮と重なったため、

神野新田の海岸堤防が決壊、海水が浸入し大

災害となった。

羽根井校区では、高波が柳生川の堤防を乗

り越え、中郷町、羽根井元町、花中二区の沖

積低地に浸水した。丸織紡績工場付近（現、

中央図書館）では 1mぐらい浸水し、女子従

業員百数十名が消防団員に背負われて、羽根

井小学校へ避難した。

町名
全壊 半壊 床上浸水

世帯 人員 世帯 人員 世帯 人員

中 郷 2 11 

花中二区 5 19 

フE 町 3 17 19 93 

羽 根 井 2 8 
上． 花 1 7 

往 r= 1 4 元

八 通 1 1 

計 1 7 5 22 28 131 

台風13号による羽根井校区の被害状況
（台風13号による被害状況調）

伊勢湾台風 昭利34年 (1959) 9月26日、紀

伊半島に上陸。伊勢湾の西を通過し、 5,098

名もの死者 ・行方不明者を出すという観測史

上3番目の大型台風であった。伊良湖でも最

大瞬間風速55.3mの暴風が吹き、 豊橋で死者

8名、 負傷者122名、 家屋の全半壊2,124戸等

の被害がでた。

伊勢湾台風以降は防災体制の強化が図られ、

台風などの風水害による被害は大幅に減少し

てきた。しかし現在、道路が舗装され雨水の

浸透が減少したり、田畑が埋め立てられ宅地

や工場用地になるなど、変化する社会生活に

災害の形態が変わりつつある。

羽根井校区の地形から、台風や集中豪雨で

もあれば、雨水が舗装道路を川となって流れ、

柳生川沿いの沖積低地に集まり大水害になる

10 



恐れもあるので、注意が必要である。

水害 最近では、平成16年 (2004)10月15日、

大雨洪水警報が東三河南部に発令された。豊

橋市では嵩山校区全域 ・石巻中山町・石巻本

町馬越地区に避難勧告がでた。柳生川の増水

にともない、柳生川周辺地域の避難所が 8箇

所開設された。羽根井地区市民館にも一人が

避難してきた。また、同時に梅田川周辺地域

も避難所が6か所開設された。

(3)地震

過去において、 豊橋附近で被害の記録のあ

った地震は、和銅 8年 (715)三河の国府地

震からで、平成17年 (2005) までの1,290年

間に、主なものは29回である。

特に大きかったのは、東南海地震 (1944)、

三河地震 (1945)である。最近では、愛知県

東部地震 (1997)で、震度 5以上が観測され

たのは50年振りである。

東南海地震 昭和19年 (1944)12月7日午後

1時36分ごろ、震源は伊良湖岬南方約60km

の海底で、マグニチュード8.0という大地震

であった。愛知県下で死者438人、負傷者

1,148人、 家屋の全壊16,531戸、半壊25,298戸

にも及び、名古屋市南部、木曽 ・長良川下流、

矢作川、豊川下流の沖積低地での被害が目立

った。

豊橋市街地の台地では壁に亀裂が入ったり、

瓦の落下、石塔の倒壊などの被害であったの

に対して、沖積低地である前芝町では家屋の

全壊6戸、半壊40戸の被害を出している。羽

根井校区の沖積低地は、当時は田畑が多かっ

たため被害は軽微であった。

愛知県東部地震 平成 9年 (1997)3月16日、

14時51分頃、愛知県東部を震源として、深さ

40km、マグニチュード5.6、震度 5弱の地震

がおきた。豊橋市内では、けが人軽傷 2人、

部損壊5棟であった。

第 1章 自然と環境

羽根井校区では特に大きな被害はなかった

が、中央図書館の本が棚から落ちたり、ブロ

ック壁の一部が剥がれるなどした。

年月日 種類 摘要（単位／人・ 戸）

叫24.10.28 地震 憐尾地認：マグニチュード8.4、豊橋の

震度6、渥美郡で死者3・負併者4、

36. 7 7-9 風水害 福岡村柳生川決壊、松山の過半が浸水

36. 9.23 風水害 柳生川の堤防10数m決壊

43. 8. 7-10 水害 関束、東洵に梨雨、柳生川氾濫

44. 8.4 風水害 柳生川が数か所破堤

昭12.7.13-15 水害 梅雨前線の影響、豊川をはじめ各河川氾濫

13. 8. 2-3 水害 21316時～17時 33mm 、柳生川氾濫

16.11.28 竜巻 大崎町で発生（柏良町→柳生町→

向山町→牛川町）豊梃で死者12、重

軽偽者147、家屋の全半壊347

1912.7 地震 東南洵地震：マグニチュード8.0、翌柏

(13時36分頃） の震度5~6、建物被害率1．O"lo、死者5・

負偽者38

20. 1.13 地裳 三河地認：マグニチュード7.1、豊栂の

(03時38分頃） 震度5~6、建物被害率0.1%、死者1、

負傷者4

28. 9.25 風水害 13号台風：総風雨と揺潮による大被害、

15時過ぎ平均風速20-30m/sec、時

間雨鼠20-40mmが3~4時間続く。

豊屈では家屋の全半壊819、床上床

下浸水4,077、堤防の決壊45か所

30. s-7 干害 台風13号の影評が残り塩害
34. 9.26 風水害 伊勢湾台風：豊屈で死者8、負似者122、

家屋の全半壊2,124、家屋の流失1、床

上床下没水445、大崎の潮位＋350mm

37. 7. 2-5 水害 豊梢では死者1、家屋半壊4、床上床

下浸水4,687

40.12.17 雪害 豊屈では11cmの柏雪

41.7中～8下 干害 7月10日～8月10日まで10mmの雨、農

作物に被害

41.10.12 水害 二つ玉低気圧による。20時～21時

149mm、201峙40分～50分 35mmの雨、

豊栂で死者1、行方不明者8、家屋全半

壊12、家屋流I.Ill、床上床下浸水12,798、

堤防決壊12か所、屈流出9か所

44. 5.17 水害 柳生町・有楽町・人船町など低湿地帯で家

屋179が床下没水、排水路が2か所破損

44.12.7 竜巻 西屈良町に発生、巾郷、）＼通町で被害（豊屈

駅東方→下地町→大村町）時速50km、死

者1、重軽併者77、住家のiliiり112、被災132
46. 8.30-31 水害 31日0時～1時 39mmの雨、総雨鼠309mm

49. 7.7 水害 咀17時～18時 45mml1)雨、総雨鼠199mm

平9.3.16 地設 愛知県東部地震：マグニチュード：5.6、

(14時51分頃） 軽偽者2、一部損壊5

11. 9.24 竜巻 野依町で発生（北北凍へ進路→市役所

東側→豊川市境界線）移動距離19km、

時速45km、負偽者453、1主家の損傷2,696
16.10.5 水害 柳生川周辺地域の避難所が8か所開設

豊橋地方の災害（主に羽根井校区に関するもの）

（愛知県災害誌より）
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校区のあゆみ 羽根井

12 

私は伊嬰湾台風の時は、消防団入団5年目でした。

当時26日は午前中は静かで、 15時頃より急に風雨

が強くなり17時頃出動命令により、羽根井第一分

団は、今の羽根井ボンプ場付近の下水排水路及び

柳生川堤防の替戒水防活動をしていました。翌朝

校区の被害の大きさに唖然としました。以後、団

員は訓練に励み、昭和44年のたつまきの時には、

屋根にのぼって応急のシート張り等の救援活動を

夜遅くまでしていたことを覚えています。

（中郷町：藤城行男さんの消防団入団時代の話）

東海地震・東南海地震による被害予測 過去

を振り返ると、日本列島の太平洋側ではプレ

ートの潜り込みによる地震が、 100年～150年

周期で起こっていることがわかっている。

豊橋市は、平成14年 (2002)東海地震の地

震防災対策強化地域に、また平成15年には、

今世紀前半にも発生すると言われている東南

海 ・南海地震の地震防災対策推進地域に指定

された。それを受けて、豊橋市は平成16年9

月に地震による被害予測結果を発表した。

一液状化危□極めて置い
・ 量い
仁l裏い
■極

＿ 
東海・東南海地震連動による被害予測結果
（豊橋市地震防災マップよ り）

(4)災害予防

災害には、地震 ・津波 ・火災 ・台風 ・集中

豪雨 ・洪水・ 竜巻 ・土砂災害などがあり、こ

れらは関連しあって発生することが多い。そ

こで、防災を考える場合、その地域の地形・

地質を理解することが重要である。

羽根井校区は、現在住宅やマンションが多

く立ち並ぶ住宅街になっている。特に柳生川

柳生川洪水ハザードマップ
（豊橋市洪水ハザードマップよ り）

沿いの軟弱な地盤の地域では、液状化の被害

や洪水の被害が心配されるため、充分な対策

をする必要がある。

全家庭に、災害に備えての「防災防犯マッ

プ ・羽根井小校区（平成17年版）」「柳生川洪

水ハザードマップ（平成13年版）」が配布さ

れた。羽根井校区では、地域による防災活動

や街づくりに取り組んでいる。

羽根井校区の避難所
第 1避難所羽根井地区市民館云32-5050

花田校区市民館 云31-9612
第 2避難所羽根井小学校 云31-0375

花田小学校 云31-4517
羽田中学校 合31-3145

応急救護所花田小学校 ff31-4517 

3 自然

(1)植物

春はヤナギの芽吹きや満開の桜。夏はクス

ノキの木陰。秋はイチョウの黄葉。冬はクロ

ガネモチの赤い実。樹木の姿は、四季を告げ

るかけがえのない自然である。都市化の進む

中で、羽根井校区には、神社や公園、街路樹

に緑を見つけることができる。
すさのお

素蓋嗚神社（中郷神社）の樹木 社殿の前に

は、 3本の大木がそびえている。右からクス

ノキ、カナメモチ、サカキで戦前からの古木

である。

大正末期まではマツが大部分を占めていた

が、昭和初期の台風によって、マツの大部分

が倒れてしまった。代わりに、成長も速く、

害虫にも強いクスノキやサカキが植えられた。



現在マツは神社の周辺に数本残っている。他

にサクラ、シダレザクラ、イチ ョウ、コウヤ

マキ、ケヤキなどがある。

やつるぎ

八録神社の樹木 鳥居をくぐって左手を見る

とひときわ高いクスノキやマツなどがある 。

右手はイチ ョウ、クスノキ、コウヤマキ、ス

ギ、サカキなどの高木が神社を囲む。社殿の

前には、左右に桜の木が 1本ずつある。社殿

修復時に移植されたもので、 春にはみごとな

花を咲かせる。社殿の横手にはシイ、シラカ

シ、イスノキがある。秋になると地面一面に

ドングリが落ち、親子連れで遊ぶ姿 もある 。

裏手には、クスノキ、カナメモチなどの高木

が、社殿の格好の背景となっている。

八剣神社の樹木

羽根井公園の樹木 26本のヒマラヤスギの大

木が公園をぐるりと囲んでいる。これらは昭

和25年 (1950)に植えられたものである。当

時の市内の公園にはヒマラヤスギが多く植え

られた。それは戦災復興時に大崎島あたりに

ヒマラヤスギの幼木が焼け残っていたこと、

丈夫で育ちが速いことなどから、この木が選

ばれた。昭和30年代になると、四季折々に楽

第 1章 自然と環境

工・ •一 ，
羽根井公園のヒマラヤスギ

しめる花木が植えられるようになった。現在

はソメイヨ シノ、 トベラ、プラタナス、クス

ノキ、フ ジ、センダン、アベリアなどが公園

を囲んでいる。

南羽根井公園の樹木 公園の周囲を約190本

のカイズカイブキ、クスノキやケヤキの大木、

トベラなどが囲む。春になると30本以上のソ

メイヨ シノが見事に花を咲かせ、住民の憩い

の場となっている。

中央図書館の樹木 図書館の周囲はカンツバ

キ、ハナモモ、クスノキなど色々な木々で囲

まれている。春にはシダレ桜が咲き、冬はカ

ンツバキの赤い花が美 しい。

中央図書館の樹木

13 



校区のあゆみ 羽根井

14 

街路樹 校区の

代表的な街路樹

はプラタナス

（別名スズカケ

ノキ）である 。

西駅前の県道豊

橋港線や県道豊 プラタナス

橋環状線などに多くある。冬、華を落とした

木々に大きなボンボンのような実が揺れてい

る。イチョウ、ナンキンハゼ、ポプラ、 トウ

カエデ、ユリノキが高木として多い。校区で

最も古い街路樹は羽根井小学校北面道路のヤ

ナギであったが、今はアメリカフウに変わっ

ている。最近は花を楽しめるようなコブシや

イチョウ

(2)動物

ハナミズキも多

くなってきた 。

低木としてはア

ベリア、カンツ

バキ、ッツジな

どが植樹されて

しヽる。

鳥 豊橋は日本列島のほぼ中央に位置してい

る。渡り鳥の通過点となるため、数多くの野

鳥が観察されているが、羽根井校区では、年

間を通してスズメ、キジバト、ヒヨドリ、ム

クドリ、カワラヒワ、 トビ、ハシボソガラス

などが見られる。木の実が熟す頃になると、

メジロ、シジュウカラ、ウグイス、ジョウビ

タキなどが庭木や神社の樹木にやってくる 。

コガモ

柳生川には冬鳥

のハクセキレイ、

コガモ、ユリカ

モメ、留鳥のカ

ワウ、カルガモ、

アオサギなどが

見られる。

毘虫 春から夏に

かけて、モンシロ

チョウやアゲハチ

ョウの仲間をよく

笈←＇． シゞ・.. )',て
ゥ̀‘’:I 1_: ヽ‘‘’ .̀.JIIル'9..o .. ^ヽ^―r

見かける。ナミア ナミアゲハ

ゲハ、キアゲハ、クロアゲハ、アオスジアゲ

ハである。小さなチ ョウのシジミチョウやセ

セリチ ョウなどもいる。夏になると、どこで

もセミの姿を見ることができる。7月から9月

にかけて、クマゼミ、アブラゼミ、ミンミン

ゼミ、ックックボウシが順番に鳴いていく 。

夏から秋にかけて、シオカラ トンボ、アキア

カネなどが飛び交う。ま

た、 トノサマバッタ、シ

ョウリョウバッタ、コオ

ロギ、スズムシなどは数

が少なくなっている。 シジミチョ ウ

柳生川の魚類 2級河川柳生川は、上流の唐

沢池より殿田川、山中川、山田川、富田川な

どを集め渥美湾に流れ注ぐ、流路延長9.5km

の河川である。中流域が羽根井校区を流れて

いる。平成11年豊橋市自然環境保全基礎調査

によると、柳生川上流の山中川と殿田川の合

流地点では、カワムツ、オイカワ、ギンブナ、

モツゴ、 ドジョウ、ヨシノボリ類の 6種類が

報告されている。平成初年まであった羽根井

小学校の魚クラブが当時、 柳生橋鉄橋下で採

巣した魚は、フナ、モロ コ、 ドジョウ、タウ

アオサギ

ナギ、タナゴ、ナマズ、

コイなどである 。 また、

汽水に住むセイゴ、カ ニ、

ウナギ、ボラ、マハゼな

ども捕れた。今は魚クラ

ブがないため詳しい実態

はつかめないが、小池橋

上流には大きなコイがた

くさん泳いでいる。



第2章 歴史と生活

第2章 歴史と生活

1 羽根井校区のあゆみ

(l)羽根井校区のむかし

貝塚と古墳 羽根井校区に隣接する牟呂の東

脇地区には、貝塚と古墳がある。東脇古墳か

らは、弥生土器も出土している。柳生川沿い

の遺跡の発掘調森により、弥生時代に柳生川

周辺の湿地帯で農耕が行われていたことが明

らかになった。また、平成10年度の市内遺跡

詳細分布調査で中郷町字後田にて羽根井遺跡

が発見された。

羽根井遺跡の発掘調査のようす （平成10年）

ここからは古墳時代の須恵器が出土された

り、中世から近世にかけての集落址があり、

土器や陶器、磁器類などが多数出土している。

場所は柳生川の河口から比較的距離があり、

さらに段丘の端部分で湧水などに恵まれてい

ることから、集落を形成する好条件の場所だ

ったといえる。現在はスギ薬局が建っている。

なお、校区内には大山塚という地名が残って

いる。大山塚は古墳だったという言い伝えが

あるが定かではなく、江戸時代には存在して

いたらしいが、今は全く塚らしい所は存在し

ない。

花ヶ崎村の開村・鎌倉時代の羽根井 平安時

代以降、公地公民制はくずれ、全国各地に荘

園が作られた。やがて武士が登場し、荘園の

中に郷村が生まれた。「荘園志料」によると、

飽海庄の範囲を「吉田方 ・ 草間 ・仁連木 • 吉

田 ・橋良 ・田尻・飯村 ・飽海・小浜・小池・

花ヶ崎11村の汎称なり」としている。

(2) 江戸時代の花ヶ崎村

花ヶ崎村絵図 花ヶ崎村は江戸時代には開発

が進み、野原は耕地に変わっていった。中郷

神社に文化11年 (1814) に作られた花ヶ崎

村絵図が残されている。絵図に添えられた説

明には、「以後、村境などで異論が出ない様、

隣村の庄屋と村境を確認し合い 4枚の地図を

作った」、「村境には隣村の庄屋に印を押して

もらい、村にある氏神へ l枚ずつ奉納した。

残り 1枚は村役人が預かることにした」とあ

る。村にある三つの氏神とは、八剣神社 ・中

郷神社 ・松山神社のことであるが、残念なが

ら現存する絵図は中郷神社に残された 1枚の

みとなっている。

村の南には東から西へ柳生川が流れ、その

周辺には田が広がっている。集落は 3つある。

東から、東郷（松山） ・中郷（羽根井） •西

郷（羽根井）と呼ばれた。絵図には、花ヶ崎

村の東はずれに 1本の松が描かれている。向

山の一本松といわれた松である。中郷神社か

ら北へ向かう道を行くと、東側にまた松の絵

が描かれている。これはヲヤマ塚で大山塚の

こと、ヲヤマ塚の西方にもう 1本ある松は手

棒松である。吉田宿から牟呂村へ向かう道は

15 
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花ヶ崎村絵図の手棒松 （現在の白河町あたり ）

「牟呂道」と記され、花ヶ崎村と羽田村の境

を通り牟呂へとのびている。

花ヶ崎村絵図は、測量をもとにして描かれ

た地図である。その注釈によると、八剣神社、

中郷神社、松山神社、大山塚、手棒松の 5地

点を現在の地図に重ね、花ヶ崎村境を現在の

地図に写してみると、現在の立花町の辺りは

花ヶ崎村ではなく、羽田村であり、また往完

町の辺りは牟呂村であったよう である。安政

5年 (1858)の記録では、花ヶ崎村の戸数は

148軒で、男295人、女328人、合計623人とな

っている（「豊橋市史」より）。

(3)明治・大正の頃の羽根井校区

花ヶ崎村 明治初年頃の羽根井は、江戸期か

ら引き続いて花ヶ崎村と呼ばれていた。当時

は羽根井から松山にかけて広がる地域で、村

内には35の字があった。

花ヶ崎村の中でも人家は現在の松山にあた

る東郷に多く、中郷や西郷に少しあるという

程度でほとんどが耕地、荒地となっていた。

行政区域の変化 明治4年 (1871) 7月14日

の廃藩置県から明治21年 (1888) 4月12日の

市制町村制の公布までは、近代自治制度の確

立の時期と言える。中央政府からの指示によ

り、それぞれの地域の事情を考感することな

く、行政区域が定められていった。この時期

における一連の国家的な動きの中で、花ヶ崎

村も行政区域が幾度か変わった。

明治 4年 (1871)、政府は戸籍法を制定し

た。戸籍を編成するためには、全国を区分す

る必要があり、大小区と呼ばれる行政区域が

設けられ、大区には区長、小区には戸長が置

かれ、従来の町村役人である年寄 ・庄屋 ・名

主などの名称は廃止された。花ヶ崎村は愛知

県第15区第 1小区となった。

明治 9年 (1876)になり、これまでの大小

区制は廃止され、変わって県内を18区に分け

た制度となり、花ヶ崎村は第17区となった。

区には区会所が設けられ、区長もしくは副区

長のいずれかが置かれた。

町村合併への動き 明治5年 (1872)の学制

発布にともなう小学校の開設や各種経費の負

担などによって生じた弱小町村を整理し、町

村財政を強化する必要が生じたため、明治8

年 (1875)頃から県下に町村合併の動きが出

始めた。明治11年 (1878)、政府はいわゆる

三新法（郡区町村編成法 ・府県会規則・地方

税規則）を公布した。これにより、 愛知県で

は先の18の区が廃止され、郡 •町・ 村が置か

れることになった。

花田村の誕生 明治11年 (1878)12月8日、

県は大幅な町村分合を告示した。これにより、

花ヶ崎村は羽田村と合併し、名前を花田村と

改めた。羽田村は現在の花田 ・松築校区にあ

たり、その村域内には19の字があった。花ヶ

崎村には35の字があったので、花田村は両村

合わせて54の字となった。

村の様子 花田村から政府に出された地誌

「渥美郡花田村々誌」によると、村に本籍が

ある 345戸の内訳は、士族 7 戸 •平民338戸で 、

ほとんどが平民であった。平民のなかでも商

人は非常に少なく、多くは農民であった。

花田村の発展 花田村は自治体としての組織

を徐々に整えていった。その後、花田村の戸

数 ・人口は増加を続け、明治23年 (1890)に

は戸数423戸、人口2,045人（うち男966人、

女1,079人）となった。
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豊橋市の誕生と花田村 順調な発展をしてき

た花田村は、市制施行をめぐり、施行推進派

と時期尚早派は激しく対立した。明治38年

(1905)、日露戦争が勝利のうちに終結したこ

とによる国運の伸張に伴い、地方でも発展の

気運が高まった。花田村は町村合併の諮問案

に反対を表明した。しかし、反対意見を唱え

ていたのは一部の有力者だけで、 一般の人々

の気持ちは自分たちの村に誇りを持ちながら

も、それほど強硬ではなかった。明治39年

(1906) 7月5日、内務省は豊橋町を市制施

行地に指定し、 7月15日、豊橋町・花田村・

豊岡村の 1町2村を廃し、その区域をも って

新たに豊橋町とした。豊橋町に合併したこと

で、花田村は豊橋町大字花田となった。その

半月後の明治39年8月1日、 全国で62番目の

市として豊橋市が誕生したことで花田村は豊

橋市大字花田となり、さらに大正5年 (1916)

には、大字を町に改称し、豊橋市花田町とな

った。

8,000 人口（人）

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

゜安政5年 明治9年 明治23年 明治39年
(1858) (1876) (1890) (1906) 

花田村の世帯・人口推移

まちの様子と人々の暮らし 明治6年 (1873)

の地租改正令により、農民の負担は更に重く

なり、全国では農民一揆のような激しい運動

が起きていたが、羽根井校区では、江戸時代

に比べ大部分の地域で租税が減ったことや主

な作物であった米、麦、粟、大豆などの他に

みかんや養蚕も行われていたため、それほど

大きな負担とならず比較的平穏であった。

第2章歴史と生活

一方、明治維新後の重要輸出品となった生

糸の生産に目を向けた豊橋市では、まちの中

心が豊橋駅周辺に移り、羽根井校区のまちの

様子も大きく変わった。製糸工場の増加によ

り、人口が増え、八百屋や魚屋などの商店が

建ち並ぶようになった。特に野黒から八通を

抜けて錦町へ通じる道沿いは賑わい、現在の

羽根井小学校の敷地内にも床屋、かご屋、大

工、ピーナツ屋などが並んでいた。

また、明治27年 (1894)の電気、明治42年

(1909)のガスの登場により人々の暮らしも

大きく変わった。大正15年 (1926)には市内

で初めて札木町に街灯（電気 ・通称スズラン

燈）が設置された。

羽根井校区では、牟呂用水「すじかい橋」

の近くにあるガス会社がガス灯を立て、青い

光を放ったシンボルとして人目を引いていた。

(4)昭和初期の羽根井

町・字名の変遷 大正末期より製糸業が盛ん

になるに従って、羽根井の人口は急激に増加

してきた。昭和元年 (1926)には、羽根井・

中郷 ・八通 ・野黒・立花・中央の六つの町内

があったが、羽根井校区の町内組織が現在の

ように12町内になったのは、戦後になってか

らである。立花 ・野黒 ・八通といった豊橋駅

に近い町内は、昭和初期のまま現在に至って

いる。昭和初期の羽根井町には、 11の字があ

っ た 。 花田町字手棒 ・ 十文字 ・ 野添•五丁 ・

西郷・八魚月・羽根井前 ・長丁 ・後田・久保

田 ・汐田の11字である。昭利 9年 (1934)、

この中から、野添•五丁・八錬 ・ 羽根井前・

久保田が分かれて錦町が誕生した。一方、羽

根井町は、錦町を分離した後も人口増加を続

け、昭和14年 (1939)、世帯数増加のため、

指示が末端まで伝達されるのに時間がかかり

徹底を欠くようにたったため、町内運営が難

しくなった羽根井町から 3つの町が生まれた。

17 
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第一羽根井町 ・第二羽根井町・第三羽根井町

である 。 その後、第一 •第二 • 第三羽根井町

では、昭和27年 (1952)の前田耕地整理組合

の解散に伴い、字区域の変更と町名の改称が

行われた。これは、「町名も新しくしよう」

という声が町の役職者の中から出てきたため

で、なかでも第一羽根井町の取り組みが早く、

次第に第二 •第三羽根井町の町民の関心も高

まっていった。その後、第一羽根井町は昭和

31年 (1956) に新しく羽根井本町となり、第

二羽根井町は羽根井元町、第三羽根井町は 3

分割される以前のままの羽根井町と決ま った。

一方、花中町は昭和27年 (1952)の前田耕地

整理により、中郷町から分かれてできた町名

である。分離当時の変更区域は次のとおりで

ある。

羽根井校区の字名 （昭和27年）

・ヽ‘̀‘’ 
羽根井校区の町内会（平成18年現在）

町内会の変遷 昭禾l]初期の羽根井校区には、

羽根井町、中郷町、八通町、野黒町、中央町、

立花町などがあった。このうち、中郷町では

昭和27年の町名変更により花中町ができて間

もなく、現在の東海道新幹線を境に東を花中

一区、西を花中二区と呼ぶようになり、その

まま花中一区、花中二区の町内会名となった。

一方、中央町では、昭和 8年の羽根井小学校

新設の際、羽根井小学校と花田小学校の校区

境を牟呂街道沿いとしたため、 町内が二つに

分かれた。牟呂用水より南側の区域を羽根井

校区とし、新たに南中央町と名付けた。その

後、戦後になり、花田校区へ吸収された北側

の区域（中央町）が町名を花田一番町に変え

たことに剌激され、南中央町も昭和25年

(1950)、白河町とし、そのまま町内会名とし

た。なお、この白河という地名は、昭和初期

に、現在の東海道新幹線の線路沿いにあった

「白河」という呼び名で、 鉄道敷地として買収さ

れたためなくなった地名をもらったものである。

往完町は、前身を牟呂村字郷社東 ・往還

西・往還東の 3つの字としている。往還西と

往還東の間には、昔から牟呂に通じる牟呂街

道が通っていた。往還というのは、この牟呂

街道を指しているものと思われる。また、郷

社東というのは、牟呂八幡社の東側の地区と

いう意味である。昭和 7年 (1932)、牟呂吉

S切ff• 地番変更 S3 1 年

S32年

S.11年

527年地番変更

S34年地番変更

S34年地番変更

羽根井校区の町内の変遷
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田村は豊橋市に合併され、これに伴い、この

三つの字が往完町となった。

(5)羽根井校区の耕地整理

柳生川北域の耕地整理 大正の初めまで柳生

川周辺の土地は、ほとんどが水田で、 整備さ

れた用水路や排水路はなく、柳生川に自然排

水されていたため、その状態は極めて不十分

であった。大正 6年 (1917)、道路網や排水

路の整備を目的に前田耕地整理事業が始まっ

た。昭利27年 (1952) 8月、前田耕地整理組

合は、 一応の計画目標を達成して解散し、そ

れに伴い、耕地整理区域内が次のように変更

された。

く花中町へ編入＞

花田町字大山塚・於樹木 ・塞神 ・深田 ・南新

起・東郷 ・中郷

く羽根井町へ編入＞

花田町字八剣 ・西郷・羽根井前・久保田・長

丁・後田・汐田、牟呂町字大師孝

く中郷町へ編入＞

花田町字汐田 ・長丁 ・後田 ・深田 ・中郷

＜字区域の変更＞

牟呂町字扇田 ・大師孝、花田町字西郷・南新起

牟呂八幡社周辺の耕地整理 往完町周辺は昭

和初期までほとんどが畑地であったが、昭和

3年 (1928)、八幡耕地整理組合事業が着工

された。これにより往完町の道路が整備され、

現在では羽根井校区の中では最も道幅が広く、

道路の狭さに困窮している中郷町や羽根井町

とは対照的である。

•• 
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牟呂八幡社から東方面 （昭和27年頃）

戦災復興土地区画整理事業 昭和20年 (1945)

12月30日、 「戦災地復興計画碁本方針」が政

府から出され、豊橋市でも昭和21年度から戦

災復興に取り掛かることになった。復興事業

は昭和24年度から本格的に始まり、事業執行

最終年度は、昭和32年度となった。

この戦災復興土地区画整理事業により次のよ

うに町名が変更された。

く白河町＞花田町字牟呂海道 ・北新起・野黒 ・

手棒 ・十文字 ・八通

く野黒町＞花田町字野黒 ・南新起

く八通町＞花田町字八通 ・野黒・南新起 ・十文

字 ・西郷

く立花町＞花田町字大塚 ・野添・十文字 ・流川

く羽根井本町＞花田町字手棒 ・十文字 ・西郷・

五丁 ・野添

＜錦 町＞花田町字五丁 ・野添・八剣

現在の町名と地番 昭和47年 (1972) 7月、

花田町字八勉 • 西郷、往完町字往還東、牟呂

町字坂下 ・大師孝の区域が新たに羽根井西町

となった。このことにより、昭和 7年の往完

町の八幡耕地整理に始まり、昭和27年の花中

町・羽根井町・中郷町の前田耕地整理、昭和

34年の戦災復興土地区画整理と続いた羽根井

校区の町区域の変遷が一段落した。ただし、

八矧神社周辺の区域は戦災復興土地区画整理

区域からはずれていたため、地番は花田町字

西郷のまま現在に至っている。また、羽根井

西町は、現在の町内会組織としては錦町 ・往

完町に区分されている。

2 羽根井校区の昭和初期の産業

(1)農業

明治初期は世の中が大きく変わった時期で

あった。当時の人々の生活に、最も大きな影

評を与えたのは、明治 6年 (1873)の地租改

正であった。当時の農作物は、米 ・大麦・ 小

麦 ・粟 ・大豆などであったが、羽根井校区で

19 
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はみかんの栽培や養蚕も行われていたため、

地租改正による影響も、それほど大きな負担

とならなかったようである。

みかんの栽培 羽根井のみかんの栽培は江戸

時代から行われており、羽田みかんとして知

られていた。みかん畑は、現在の羽根井本

町 ・元町周辺に広がり、人々はそのあたりを

「みかん屋敷」と呼んでいた。しかし、明治

後期に入り製糸が盛んになるにつれ、みかん

栽培は衰退していった。製糸工場から出る煤

煙による栽培困難と製糸工場に土地を貸す方

が収益がよいと言うことも衰退の一因であった。

羽根井小学校付近では、明治の終わりから

大正にかけて、現在の羽根井町 ・元町・中郷

町のあたりは古くからの農家が10数軒あるだ

けで他は竹やぶと田であった。現在の羽根井

西町には民家はほとんどなく、田ばかりであ

った。また、現在の往完町郷社東 ・往還西の

あたりも畑ばかりで、民家は全く見られなか

った。

(2)商工業

羽根井校区の商工業を語るうえで、製糸業

は省くことはできない。江戸時代から明治時

代になり、政府は富国強兵策を進めるため、

殖産興業として、製糸業の育成に力を入れ始

めた。豊橋でも製糸業の重要さに着目した多

くの先駆者が現れ、桑の苗を農民に与え、蚕
まゆ

種（卵）の飼育を始めた。繭の生産が始まる

と製糸場を創設した。

製糸工場 明治初期の羽田や松山の集落には

人家もなく、畑や林、荒地であった。この畑

地に製糸工場が建ち始めたのは、明治20年代

になってからである。日清戦争後の好景気の

中で次々と製糸工場が花田村（現在の羽根

井・花田校区）で創業を始めた。明治37年

(1904)から45年 (1912)は、この地区に製

糸工場が建ち続け、その数は38工場にもなっ

丸上製糸事務所 （現丸上製作所／羽根井本町）

た。大正 3年 (1914)から大正 8年 (1919)

までの 6年間で蚕糸業の生産額は10倍以上に

急増し、蚕糸業の生産額は豊橋の工業生産額

の82.2％を占めた。昭和 8年 (1933)、羽根井

には約100の製糸工場があった。田畑が工場

となり、街となった羽根井。そこでは数多く

の製糸工場が生糸や玉糸の生産を行っていた。

製糸工場は野黒町 ・八通町 ・白河町 ・立花

町に集中し、羽根井本町・錦町・中郷町にも

散在していた。玉糸工場は30ほどあり、生糸

工場より少なかったが大きな工場が多かった。

養蚕業 羽根井には多くの桑畑があった。当

時、花田町字西郷には数軒の農家が点在して

いて、稲作を中心に挫蚕 ・みかん栽培を行っ

ていた。養蚕は現金収入の少ない当時の農家

にと って、まとまった現金が得られる副業と

して歓迎された。

ドッチ処理場 繭から糸を採った残りをドッ

チという。製糸工場からは毎日、多量のドッ

チが排出された。このドッチを回収し、少量

の絹糸（ビス）とさなぎに分けるのがドッチ

処理場である。羽根井には、八通町に 3軒の

ドッチ処理工場があった。

昭和10年代には、 ドッチ工場の到る所にド ッ

チが干してあった。それに付着しているさな

ぎを好餌とする店が、常に空を舞っていた。

（八通町の白井たつ子さんの思い出）



繭問屋 豊橋には200余の製糸工場があり、

そこで生産される糸は膨大な量であった。昭

和 7年 (1932)の「郷土の産業」によると豊

橋には本町 ・萱町を中心に49の繭問屋があっ

た。特に玉糸工場が多かったため、豊橋市は

全国唯一の玉繭集積地として脚光を浴びていた。

うなぎ問屋 羽根井校区には現在も 3軒のう

なぎ問屋があり、戦前、豊橋で挫鰻が盛んだ

った面影をとどめている。生糸 ・玉糸を作り

出す際に出るさなぎは、うなぎの餌として大

量にかつ安価に入手することができた。

製糸機械製造業 製糸工場の多い羽根井校区

では製糸機械の需要も多かった。八通町や立

花町をはじめ、校区内には数件の製糸機械製

造業者がいた。

再製絹糸業 再製絹糸業とは、アメリカから

穴のあいたストッキングを輸入して、解きほ

ぐし、絹糸に再製する産業をいう。羽根井校

区にも中郷町・羽根井町・錦町・野黒町など

に多くの再製絹糸業者がいて、昭和10年頃に

は全国一の産地となっていた。

(3)戦時下の産業

製糸業の衰退 豊橋市の蚕糸業生産額が前年

より50万円以上減った年が大正 8年 (1919)

から昭和10年 (1935)の間に 4回もある。大

正 9年 (1920)、昭利 5年、 6年、 9年であ

る。大正9年には生糸相場は大暴落し、糸価

が前年の 3分 lほどになった。極度の輸出不

振により生糸の滞貨が急増したための不況で

あった。これらの不況を乗り切るために製糸

工場では、休業や釜の封印などを行い、工場

から煙の昇らない日々が続いた。

製糸工場の減少 豊橋市では昭和12年 (1937)

の業界自主整理前には、 239工場あった生糸

工場が昭和18年 (1943)の工場整理後には、

わずか 4工場になってしまった。玉糸工場も

36あった業者のうち、 19業者が転・廃業した。

第2章歴史と生活

蚕都豊橋の中心地として栄えた羽根井校区で

も製糸工場が一つひとつ消えて、昭和20年

(1945)の空襲を待たず糸の町ではなくなっ

ていったのである。昭和12年 (1937)、日中

戦争が始まると国は経済統制を強め、戦時を

支える経済へと移行していった。電カ・石炭

などの物資は軍需産業に集中的に流され、製

糸業は三次にわたる企業整理を行った。羽根

井校区の製糸工場の多くは、昭和17年 (1942)

の第二次工場整理の時に姿を消した。昭和18

年 (1943)、統制会社日本蚕糸製造株式会社

が設立され、生糸4工場が吸収、他の製糸工

場は軍需工場に転換するなど、転 ・廃業が多

くなった。

軍需工場 昭和14年 (1939)、豊川海軍工廠

が完成し、その頃から豊橋の工業の中心は、

軍需産業が占めるようになった。羽根井にも

次のような軍需工場があった。昭和14年

(1939)、花田町手棒（現成田記念病院 ・駐車

場付近）に機関銃製造の大日本兵器が設立さ

れた。続く、昭和15年 (1940)には、花田町

久保田（現中央図書館付近）に航空機部品 ・

艦載工作機を製造する豊橋精機が設立、昭和

18年 (1943)には、花田町手棒の丸上製作所

が製糸工場から軍需工場に転換し、機銃のば

ねの製造を開始、昭利19年 (1944)、花田町

字八通（現成田明陽苑付近）にあった氷砂糖

製造の旭氷糖商会が旭航空兵器と社名を変更

して軍需工場に転換し、航空機部品を製造し

始めた。また、明治42年 (1909)設立した豊

橋瓦斯は豊川海軍工廠へのガスを供給するこ

ととな った。その後、豊橋瓦斯は昭和18年

(1943) に浜松瓦斯と合併し「中部瓦斯株式

会社」となった。

(4)戦後から昭和40年代までの産業

戦後の羽根井校区の産業を特徴付けたのは、

食料品工業と金属機械工業であった。戦後に
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おいても、鉄道駅周辺という立地は、工場進

出の重要な要因であって、羽根井が豊橋市の

工業地図において重要な位置を占めていたこ

とは、戦前と同じであった。

繊維・紡績業 製糸業は衰退してしまったが、

戦後、繊維業が興った。昭和23年 (1948)に

は、丸織紡績が豊橋精機の工場跡地に移転し

てきた。他に手袋 ・前掛けの製造やナイロ

ン・合成繊維の再生を行う業者が21工場あっ

た。中郷町の白井産業は昭和20年 (1945)の

設立で、昭和25年 (1950)頃から魚網製造か

ら紡績と手袋製造に切り替えた。

食品工業 昭和22年 (1947)、大日本兵器の

工場跡地に水鳥製菓、昭和26年 (1951)に柴

西駅前ガスタンク （昭和50年）

田製糸工場跡地（現積水ハウス・ NDSマンシ

ョン付近）に光陽製菓のゼリー工場2社が移

転してきた。昭和40年頃には水鳥製菓 ・光陽

製菓 •松井製菓 · ミトヨ製菓 ・ 中川製菓・丸

三製菓•松築屋製菓などの大きな工場のほか

多くの菓子製造があり 、食品工業は、戦後の

羽根井校区を代表する産業であった。

穀物・飼料工場 柳生運河沿いには、昭和13

年 (1938) に移転してきた豊橋飼料を始め、

ュタカ産業・内山製麦 ・豊橋糧食工業などの

穀物 ・飼料工場があり、昭和40年代頃までは、

これらの工場へ原料を運ぶ船で柳生運河は賑

わっていた。

金属・機械工業 羽根井には17の鉄工所・鋳

造所があり（機械製造の鉄工場を除く）、そ

のうち10工場は往完町 ・錦町・羽根井町にあ

った。従業員30人以上の工場は、山本鋳造

所 ・協和メッキ工業 ・田中工業所 ・中央鋳造

所 • 島工芸社の 5 社であった 。

機械製造業 羽根井には数多くの機械製造工

場があ った。従業員30人以上の工場は旭精

機・丸上製作所 ・深見工業 ・山内鉄工・野口

製作・サイゴンミ シン製作・高津精エ・協栄

鉄工の 8社である。

その他の産業 従業員30人以上の企業は、中

部ガスグループ ・壷屋弁当部 ・丸新精エ ・豊

浜工業 ・協和工業 ・兄弟建設工務 • 本州木材

工業 ・愛金建設 ・水口紙函工業 ・中部電通社

などである。

豊橋飼料 （昭和54年）

(5)近年の産業

近年、運輸の事情は急速な道路網の整備が

進むにつれ、貨物輸送は、鉄道からトラック

輸送に取って代わり、羽根井校区の有利さは

次第に薄れてきた。昭和39年 (1964)の東海

道新幹線の開業に伴い、白河町周辺の駅西地

区の再開発が進み、併せて豊橋港の開港、明

海地区産業基地が、昭和48年 (1973)に造成

完了し、豊橋港や明海地区に通ずる道路網も

整備されて、羽根井の産業は大きく変わって

しヽった。

スポーツ広場と中央図書館（平成18年）



昭和57年、白河町の水鳥製菓は明海町に移

転し、その跡地に成田記念病院が拡張建設さ

れ、また、白河町の西駅前交差点南西角地に

損保ジャパンビルが建ち、八通町の旭精機は

賀茂町に移転し、その跡地に老人保険施設

「明陽苑」が建てられた。一宮町（豊川市と

合併）に移転した光陽製菓跡には、積水ハウ

スや高層マンションが建設され、撤退した丸

織紡績の跡地には、豊橋市中央図書館やマン

ションが建ち、スポーツ広場も整備された。

また、中郷町の交差点には、日本興亜損保ビ

ルが建つなど、羽根井校区の産業地図は、戦

前と大きく様変わりした。
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羽根井校区の商業
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羽根井校区の工業

柳生運河沿いの豊橋飼料も、明海産業基地

に移り、跡地には、食品スーパー「フランテ」

やホームセンター「カーマ」やおもちゃ販売

の「トイザらス」、「やすい家具」などが進出

し、かつての工場地帯が商業地区に一変して

しまった。

第2章歴史と生活

(6)羽根井校区の交通網

明治時代から大正時代にかけて、幹線道路

と言えるのは、豊橋町から牟呂吉田村の市場

へ抜ける牟呂街道のみであった。羽根井校区

の人々にとっては、旧花田小学校から南へ延

びる道路と大山塚の踏切を中郷神社へ抜ける

道路が豊橋市街地への主要道路であった。そ

の後、花中町の塞神踏切から羽根井の南側を

通る道も活用されるようになった。明治から

大正にかけて、大山塚の踏切から八通町、羽

根井本町では繁華街が形成されていった。昭

和7年 (1932)になり、牟呂バスが羽根井本

町の通りを走るようになった。昭和に入って

からは、往完町や牟呂方面の人たちは牟呂街

道から現在の花田小学校横を北に抜け、城海

津の踏切を通ることが多くなった。

人力車と輪タク 明治から昭和にかけて、羽

根井校区の人々も人力車を利用した。明治44

年 (1911)4月には、豊橋市内に285台の人

力車があった。昭和12(1937) -13年(1938)

は、まだ人力車も健在であった。自転車の横
ほろ

に客を乗せるための幌をつけた輪タクが登場

したのは、昭和16年 (1941)頃で、輪タクは

人力車とともに終戦後も庶民の足として使わ

れた。

駅前で客を待つ人力車の写真

犬と大八車で運ばれた石炭と繭 羽根井・花

田校区の製糸工場では、燃料として石炭を使

用しており、石炭は関屋町の豊川河岸に楊げ

られたものを、大八車で運んでいた。これら

の車には犬が、主人と一緒になって車をひい
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ていた。この石炭と繭を運ぶ風景は、昭和に

なっても、太平洋戦争が始まるまで見ること

ができた。

タクシーの登場 大正に入ると豊橋にもタク

シーが現れた。タクシーは製糸の女エさんた

ちが帰省するのにも使われた。昭和 8年

(1933)のタクシー運賃は、駅から羽根井

町・往完町辺りまで50銭くらいであった。

牟呂バスの営業開始 「牟呂吉田村誌」によ

ると、昭和元年 (1926)12月29日に牟呂豊橋

間の定期自動車（通称 ：牟呂バス）が運行を

開始した。牟呂バス路線は大手通の福井自動

車商会が運営し、牟呂市場の谷山氏宅前から

現在の東脇、往完町の杉原新聞店、羽根井本

町を通って大山塚の踏切・線路を渡り、小田

ノ

牟呂バスの写真 （昭和11年）

原（現加藤病院）で左折、本町、公会堂前と

いう経路であった。当時、バス停は往完町の

交差点と市場入口の菓子屋前の 2か所だけで、

客の希望でどこでも乗り降りできた。昭和8

年 (1933)頃は、市場から公会堂まで40分＜

らいかかった。昭和11年 (1936) 1月からバ

スの本数も増え、 一日8回運行するようにな

った。昭和12年 (1937)頃になり、福井自動

車はタチバナバスに牟呂バス路線を売却し、

バスの終点は豊橋駅となった。

ガ‘ノリン不足と木炭車 昭和13年 (1938)頃

から、羽根井を走るバスはもちろん、民間の

自動車はほとんど木炭車に変わり、軍用車だ

けがガソリンで走っていた。

都市計画街路 第一次世界大戦により 、都市

としての発展の機を得た豊橋は、大正12年

(1923)、都市計画法が適用された。羽根井校

区を通る三本の幹線道路は、都市計画の中で

中郷町から白河町を通っている県道大山豊橋

停車場線と中郷町と往完町を結ぶ市道大国町

往完町 1号線は昭利 3年 (1928)に、白河町

から往完町を抜けて牟呂に至る県道豊橋港線

は昭和21年 (1946) に都市計画道路として指

定された。これらの道路は、中郷町、白河町、

往完町を相互に結び、 三角形を作っている。

太平洋戦争により壊滅的な被害を受けた豊橋

では、昭和20年 (1945)9月、豊橋市復興委

員会が組織された。羽根井校区の三本の道路

は、現在の県道大山豊橋停車場線が復興都市

計画街路125号線に、県道豊橋港線は123号線

に、市道大国町往完町1号線は133号線に指定

され、現在の羽根井校区内の道路網は完成へ

と進んでいったのである。

県道豊橋港線・花田小学校南 （平成18年）

花田跨線橋 大山塚 ・城海津両踏切を中心と

する豊橋市の都市計画街路網築造第一期事業

は、昭和 7年 (1932)から 9年 (1934)の3

年継続事業として着工された。花田跨線橋

花田跨線橋 （昭和51年）



（羽根井 • 松山校区を結ぶ）の着工は昭利 9

年 (1934) 8月であった。昭和10年 (1935)

6月25日、舗装工事を残すのみとなった花田

跨線橋の渡橋式が盛大に行われた。羽根井・

松山両小学校の 6年生児童代表も渡り初めに

参加した。

大山塚（野黒）の人道橋 戦前より羽根井の

人たちは花田の跨線橋や大山塚の踏切を通り

駅前へ出ていた。昭和28年 (1953)、佐久間

ダムの工事が始まり、国鉄は資材輸送力の増

強を図るため、豊橋駅の操車場を拡張する計

画があった。しかし、 貨物駅の機能を強化す

る上で大山塚の踏切とそれに付随している人

道橋が大きなネックとなっていた。国鉄は地

元住民の強い要望を受け、新しく人道橋を建

設することを条件に昭和29年 (1954)11月21

日、長い間羽根井の人々に親しまれてきた大

山塚踏切を閉鎖した。人道橋工事の着手は同

年12月16日である。工事は翌30年 (1955)5 

月末完成し、見通しが悪く事故の多かった塞

神の第一踏切も大山塚踏切と同時に閉鎖された。

柳生川 昭和初期までの柳生川は、川幅が

1.8メートル程度の曲がりくねった小さな川

で、大雨が降ると川が氾濫することもしばし

ばで中郷付近まで水浸しになることもあり、

そのような時にも自然に水が引くのを待つし

かなかった。昭和 4年 (1929)頃から牟呂 ・

前田・高師の三耕地整理組合により、柳生川

鉄橋から下流、牟呂港樋門に至る間の柳生川

運河開さくが計画された。昭和 5年 (1930)

ヽ
大山塚の人道橋・西小田原町側 （平成18年）

第2章歴史と生活

に工事計画は拡大され、柳生川鉄橋から下流

約7.2キロメートルの川幅を36メートル、水

深2.4メー トルにすることになった。昭和 6

年 (1931)5月、柳生運河の工事施工が認可

され、昭和 8年 1月に着工され、昭利11年 3

月28日、竣工式が行われた。竣工後、石炭な

どを運ぶ船が出入りし、運河としての役目を

果たし始めた。昭和12年 (1937)頃から柳生

川沿いに工場が立ち並び始めた。ユタカ産

柳生川・汐田橋から上流方面 （平成18年）

業 ・豊橋飼料（丸卜飼料）なども運河を利用

した工場である。油脂原料や飼料原料の米ぬ

か、穀類や燃料用の石炭を荷揚げしていた。

その後、昭和28年 (1953) 9月の台風13号に

より、堤防が決壊し大きな被害を出 したため、

堤防が改修された。新しい堤防は、昭和34年

(1959)の伊勢湾台風にもびくともせず、現

在も残っている。

運河沿いの繊維業の衰退により、運河沿い

の工場は姿を消し、戦後運河を利用していた

丸卜飼料も後に明海産業基地に移転し、羽根

井地区での運河沿いで、運河を利用している

工場は皆無となった。

(7)鉄道網の整備

豊橋駅が開業したのは、 明治21年 (1888)

9月1日、東海道本線の開通と同時であった。

当時、 一般の人々は鉄道の真価を理解できず、

やむなく市街地を離れた羽田村の畑地に駅を

設けることになった。その後、豊橋駅の発展
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に刺激されて、東三河一円の鉄道網は着 と々

張り巡らされ、明治30年 (1897)豊川鉄道営

業開始、大正12年 (1923)鳳来寺鉄道営業開

始、大正13年 (1924)渥美電鉄高師田原間開

通、大正14年 (1925) 豊橋電気軌道駅前札

木 ・柳生橋間開通、昭和 2年 (1927)愛知電

鉄吉田駅乗り入れ、 渥美電鉄豊橋駅乗り入れ

と続いた。

昭和 2年 (1927)、豊橋駅西口開設を要望

する署名運動が線路以西の各町で行われ、昭

和4年 (1929) 4月21日、 豊橋駅西口（西駅）

が開業した。これで線路以西の住民は列車に

乗るために本駅まで歩く必要も、踏切で長時

間待つこともなくなったのである。西駅の開

業に続き、昭和11年 (1936)12月には二俣線

が開通、昭和18年 (1943)には伊奈 ・三信 ・

鳳来寺 ・豊川鉄道を買収して国鉄飯田線とし

て営業を開始した。当時、西駅周辺には大小

の製糸工場があり、原料や製品の運搬や女子

工員の帰省などにも列車が利用され、活気に

あふれていた。

渥美電鉄の開業 大正14年 (1925) 5月、花

田 ・田原間が開通した。当時の花田駅は現在

の野黒人道橋の北側に位置し、その後、昭利

2年 (1927)に線路を延伸し、花田 ・新豊橋

間が開通し、戦後、現在の新豊橋駅の場所に

落ち着いた。

弾丸列車計画 戦前にさかのぼる昭和15年

(1940) に弾丸列車計画が立てられ、東京 ・

下関間を弾丸列車で結ぼうとするものであっ

た。昭和16年 (1941)より用地買収が始まり、

羽根井校区に熱海の工事局から買収の話が持

ち込まれたのは昭和17年 (1942)であ った。

しかし、戦争が拡大し、計画は白紙になった。

豊橋駅の復興 昭和20年 (1945) 6月20日深

夜、 空襲によって豊橋の交通機関は一夜にし

て壊滅した。しかし、戦後の急ピッチの復興

により、昭和21年 (1946) 3月20日、バラ ッ

ク建てではあったが、駅が完成し、同年10月

21日、 全国ご巡幸の天皇陛下を迎えた。

豊橋駅前 （昭和39年）

新幹線構想 昭和31年 (1956) 5月、国鉄は

「東海道線増強調査会」を設置して、新幹線

計画をスタートさせた。豊橋では弾丸列車用

地として買収済みで、その後農地として耕作

していた元地主に対し、昭和34年 (1959)4 

月から買収済みの農地の返還交渉が始まった。

新幹線建設と西駅新設工事 昭和35年 (1960)

12月9日、新幹線工事鍬入式が行われた。豊

橋駅の建設には高架式 ・地平式 ・地下式の三

案があり、検討の結果、工事のし易さと経済

性から地平式が選ばれた。

昭和37年 (1962)12月27日西口階上駅着工、

同38年 (1963) 8月西口階上駅使用開始、

同38年11月新幹線上下本線敷設、同39年

(1964) 7月新幹線レール全通、同39年8月

新幹線ホーム上屋完成と工事は着々と進めら

れ、昭和39年 (1964)10月、歴史的な東海道

新幹線の全線営業開始の日を迎えた。

新幹線開通 （昭和39年）



豊橋駅地下道の開通 羽根井 ・花田校区では

豊橋駅の完成以来、線路によって市の中心部

と東西に分断されてきた。昭和37年 (1962)

11月、豊橋市長から名古屋幹線工事局長あて

に地下道建設についての陳情書が出され、建

設計画は順調に進んだ。昭和38年 (1963)、

第 1期工事として新幹線下が着工、昭和45年

(1970)、第 2期工事としてステーションビル

下が完成し、昭和44年 (1969)、第3期工事と

して二俣線下が着工された。昭和46年 (1971)

2月、難工事の末、延長228メートル、幅 3

メートルの豊橋駅東西連絡地下道が完成、 3

月6日に開通式が行われた。これまでは、城

海津跨線橋を通ると20分かかるため、入場券

を買い駅構内を近道していたのが、ゆっくり

歩いても 4分くらいで東口に出られるように

なって、地元の人々は大喜びした。

西駅側からの地下道 （昭和46年）

(8)西駅前の昔と今

西駅開業当時は、人々が鉄道を利用する機

会はまだまだ少なかった。そのため、西駅開

業により西駅前が急発展することはなかった。

戦後は、鉄道利用者も増え、西駅付近も利用

者相手の飲食店などの商売が発展していった。

昭和39年 (1964)10月1日、東海道新幹線が

開業し、 豊橋駅にも 「こだま」・ 「ひかり」

が停車するようになり、西駅を利用する乗降

客が急速に増えてきた。昭和62年 (1987) 4 

月1日、国鉄は分割民営化され、本州ではJR

第2章 歴史と生活

東日本 ・JR東海 ・JR西日本の 3社、その他の

地域ではJR北海道・ JR九州・ JR四国とJR貨物

にそれぞれ分割され、 営業を開始した。平成

8年 (1996) 9月、 豊橋駅新駅ビルが竣工し、

同年9月16日、東西連絡通路の共用が開始さ

れた。西駅側にはエスカレーターも設置され、

駅構内にはホテルアソ シア、カルミア商店街

も開業した。生鮮食料品 ・衣料品 ・食堂など

の店も営業を始め、鉄道乗降客だけでなく駅

西の羽根井校区の人達も利用するようになっ

た。平成9年 (1997) 3月31日をも って、昭

和46年 (1971)以来26年間にわたり親しまれ

てきた東西連絡地下道も廃止され、埋め立て

られることになり、新駅ビルの連絡通路を利

用することとなった。新しい西駅前には、タ

クシーの乗降場や豊橋鉄道のバス 「牟呂

線」 ・「神野埠頭線」の 2系統のバス発着場、

ホテル日航のシ ャ トルバスの停留所もあり、

白河町地内の白河橋脇には市営の駐輪場もで

きた。新幹線の改札口が駅の西口側にあるこ

ともあ って、 早朝から深夜まで西駅周辺は賑

わいを見せている。

豊橋駅西口のようす （上）と西駅 （下）（平成18年）
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第3章 教育 と 文化

1 幡太学校が花田尋常小学校に
はた

学制発布と幡太学校 明治 5年 (1872) 8月

‘‘笞3日、「必す巴に不学の戸なく、家に不学の

人なからしめんことを期す」で始まる学制が

発布された。

この学制により全国は八つの大学区に分け

られ、大学区の中に中学区が、そして、中学

区の中に小学区が置かれた。こうして花ヶ崎

村は第十中学区第四小学区となり、初めての

公立小学校である幡太学校が設立された。当

時は、学校といっても民家や寺院の一角を間

借りすることがほとんどであった。この幡太

学校も例外ではなく浄慈院（羽田八幡宮南西）

の本堂が教室に充てられた。

浄慈院本堂

この幡太学校設立の様子は、浄慈院住職山

澄覚禅師が書かれた「多聞山日誌」に詳しく

記されている。それによると、花ヶ崎村の正

林寺（現在の松山校区）も浄慈院と同様に村

方学校として届出をしていたこと、花ヶ崎、

羽田両村の世話役3人が学校づくりに走り回

っていたことが書かれている。明治 6年10月

15日、開校当日は朝早くから多くの村人が手

伝いに焦まった。花ヶ崎、羽田両村の村長、

年度 移り変わり

明6 幡太学校は10月15日開校

(1873) 児童は約70名

7 4月1日長全寺に移転

8 渥美郡として校舎を長全寺境内に新築

13 第11番小学校として分離開校

17 第11番小学校は花ヶ崎学校となる

花ヶ崎学校は花田村字中郷95番地（現在
18 
の中郷神社北側辺り）に校舎新築

花ヶ崎学校は幡太学校とと もに渥美郡尋

20 常小学・ 三吉野学校（現在の吉田方小学

校）の分校となる

幡太学校と合併、校舎は花田村字西宿前

42の49に新築移転。現在のウエステー ジ
22 
の南側辺り 、校舎と校庭は牟呂用水をは

さんで分かれていた

幡太学校は三吉野学校から分離し、花田
25 
村立花田尋常小学校となる

26 高等科を併設し、 花田尋常高等小学校となる

市制施行の翌年、盟橋市立花田尋常高等

40 小学校と改称 その後、高等科が八町小

学校に移り再び花田尋常小学校となる

組長らもお祝いに駆けつけ赤飯や祝儀が出さ

れた。こうして幡太学校はスタートした。

激増する花田小児童 大正も後半になると、

豊橋は次第に製糸の町としての色彩を帯び始

めてきた。

羽根井を含

む花田地区

には、 しヽ＜

つもの製糸

工場が建ち

始めた。そ

れに伴って、

花田地区の

学校名 大正元年 昭和6年 平成18年

高等科 549人 1137人

岩田小 375 621 985人

東田小 427 1069 471 

八町小 1109 1340 186 

新Ill小 1080 1896 293 

狭間小 814 1123 

松山小 507 1179 298 

松葉小 946 1552 356 

花田小 367 1947 407 

羽根井小 471 
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人口は増加の一途をたどった。花田尋常小学

校の児童数も、大正元年 (1911)の367名が

昭和 6年 (1931) には1,947名を数え、市内

の小学校の中で最多の児童数となった。

’’ 2 羽根井小学校

(1)羽根井小の誕生

花田小の児童数増加に伴い新しい学校設立

の気運が高まった。地域の人々の熱意をくん

で、市は学校新設を決定した。花田小との校

区割りは、 ①牟呂用水を境に南北に分ける案

と②西駅前から往完町に抜ける道を境に東西

に分ける案とが検討され、結果は②案に決ま

った。新設校の候補地として現在地が決定し

たのは羽根井校区の中心道路（現羽根井小と

羽根井公園の間の道）に面していたこと、校

区のほぼ中心地であったことの二つの理由か

らである。当時、建設用地には、 10軒ほどの

民家があったが、移動や転居していただいた。

ヽ
校章は、耀く日本の大

空へ大きく羽ばた＜羽

根井の子どもになろう

との精神が表現された

ものである。

羽根井小の校章

(2)羽根井小74年のあゆみ

① 昭和8年 (1933)～昭和17年 (1942)

年度 児童数 主なでき ごと

羽根井尋常小学校創立開校 羽根井・

8 1,007 花田両校決別式校平の制定

初代校長榊原喜久治

， 1,007 開校祝賀校区大迎動会
校旗校歌制定

10 1,248 
二宮金次郎像建立

第2代校長小野義郎

12 1,377 
楽隊の設罫 出征兵士を送る

第3代校長内藤甚太郎

15 1,562 皇紀2600年奉祝大迎動会

16 1,570 
羽根井国民学校と改称

第4代校長鈴木溜

17 1,561 
創立10周年＝記念式典

物故戦貝・児童の慰霊祭

第 3章教育と文化

羽根井小と花田小児童の決別式 昭和 8年 4

月1日、羽根井尋常小学校が開校し、 4月6

日に羽根井、花田両校の分離式が行われた。

しかし、 6月末までは花田小学校に間借りを

していた。 7月1日に羽根井小の西校舎が完

成し、羽根井小児童 と花田小児童の決別式が

行われた。校門のところで花田小の友達や先

生が手を振って見送った。高学年は羽根井小

まで机や椅子をかついで運んだ。

? - ~ 9-*,．n 
、t.!,r, 1 

”―ら
I ;ii 

・ ▼ ’̀-jf). ，ら、

‘’ • I 

入口が3つあった旧校舎の玄関

73年前の思い出

開校当時、新1年生として入学した私たち
は、隣接の花田小学校に間借りして勉強し
ていました。その当時、鉄筋コンクリート3
階建ての小学校は、市内には新川小学校の
他にはありませんでした。屋上に上がると、
西には、 三河湾が日に輝き、東は、石巻山、
本宮山、赤岩など弓張の山々が目に迫り、
その眺望の雄大さは「日本一の小学校、日
本一の子ども」をモ ットーに、新しい校風
を創り出そうという、羽根井小学校の職員、
児童の意気ごみそのものでありました。
校舎3階の中央部にあった修捉室での静座
や瞑想、冬季屋上での冷水摩擦の励行、市
内小学校児童競書会に備えての連日暗くな
るまでの猛練習、郷土室での校区戦没者の
遺影迫品の整理と展示、四季の式典、剣道
の稽古、七夕祭り、映画祭、学校農園での
農作物の収穫、ウサギの飼育と土に親しみ
額に汗した毎日、農作物をリヤカーや大八
車にのせて校区をまわり、皆さんに買って
いただいたこと、 等々の思い出は73年の歳
月がたった現在も、なかなか忘れられない
思い出として、私の胸に生きております。

（昭和13年度第6回卒業生小松喜一郎さん談）

小学校に度重なる動員 昭和 6年 (1931)満

州事変、 12年日華事変、 13年国家総動員法施

行により軍主導の国政となる。14年度の「軍

事関係書類」によると、 1か年だけで次のよ
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うに多くの動員要請が豊橋市長大口喜六名で

羽根井尋常高等小学校長宛にきている。

項 内 容 場 所 回数

入営兵見送り

1 派遣隊要員出発 豊橋駅、八町練兵場 32 

応召兵出発見送り

2 戦傷病兵出迎え 豊橋駅 13 

3 帰還部隊出迎え 豊橋駅 17 

英霊出迎え
豊橋駅4 25 

遺骨出迎え

5 
豊橋市葬

部隊告別式
八町練兵場、市公会堂 8 

上記 5項は、八町練兵場または市公会堂で

行われたが、要請文には「晴天にして八町練

兵場にて執行の場合は各学校、団体等なるべ

く多数参列のこと、雨天にて市公会堂に於い

て執行の場合は、各学校代表者は2,3名宛と

ず • •…」とある 。

海軍志願兵の募集 この見出しの文書には志

願者勧誘の資料とするため、昭和14年 (1939)

11月26日現在の、志願人数と割当数の一覧表

が記載されている（下記）。備考欄には、「割

当人数は当市割当人数に対して各校区の例年

の志願人数その他の状況により」とある。市

内で140人の割り当てだが現在のところ78人

という督促である。

校区名 志願人数 割当数 校区名 志願人数 割当数

岩田 5 8 吉田方 2 4 

東田 7 ， 松葉 3 8 

八町 7 11 花田 5 8 

新）II 8 11 羽根井 5 8 

牟呂 2 7 合計 78 140 

※全市23校中14校省略、合計には14校を含む

戦争一色の学校行事 昭和16年12月8日の太

平洋戦争開戦を機に陸軍記念日、海軍記念日、

神社参拝、 出征兵士の見送り、英霊の出迎え、

武道の必須、勤労奉仕などが始まった。これ

らは皇室尊崇、戦争必勝の信念を児童に教え

るのがねらいであった。

ー入

戦勝を祈願する神社参拝

カエル、イナゴも食べた 昭和17年金属回収

令が出ると兵器製造のためにブランコ、鉄棒、

敷地を囲む支柱にかけられていた鎖まで供出

した。また、食糧不足を補うため運動場を耕

したり、道路の両脇にも作物を育てて食糧増

産に励んだ。時には、サツマイモや桑の葉を

粉にして食べたり、ヘビ、カエル、イナゴ、

セミ、 トンボなども食べて飢えをしのいだ。

② 昭和18年 (1943)～昭和27年 (1952)

年度 児放数 主なでき ごと

爆風よけに窓ガラスに貼紙作業

18 1,571 修学旅行中lt

第5代校長原田三郎

学校前の芹原を3段歩開懇

19 1,500 大泊水に勤労奉仕に出動

児童避難用防空壕造る

連動場を開懇し畑にする 空製で校

20 1,412 区の7割焼失 駅前の開懇と消掃に

高等科参加 8月15|］終戦

21 924 
天皇行幸広小路通り で出迎え

10月イナゴ取りを実施

羽根井小学校と改称

22 985 第1回小学校卒業式

第6代校長中野榜

23 1,037 
第lll'iJPT A総会開催

第7代校長高松功

24 1,104 
低鉄枠設附

戦後第llrrl修学旅行

25 1,140 PTA寄付により児童図・1り館設置

26 1,179 校内防犯弁論大会開催

大相撲参観 ローマ字学校開設

27 1,225 挫護学級2学級開設

第8代校長早川茂治



豊橋空襲から終戦当日まで 昭和20年 (1945)

6月19~20日の豊橋空襲で校区のほとんどが

焼けてしま った。しかし、羽根井小学校の校

舎は奇跡的に被害を免れた。この空襲のため、

学校は 2週間休校となった。7月3日に登校

指令が出たものの、 家を焼かれた児童が田舎

の親戚を頼って転校したため、登校した児童

は1,412名中464名に過ぎなかった。その後も

連日空製警報が鳴り、授業は行われたが出席

児童は300-400名であった。8月15日、 重大

放送の予告に全校児童と職員が、西校舎の廊

下につけられたスピーカー前に集合した。こ

の日の学校日誌には「警戒警報発令9時20分

同解除10時40分 終戦の大詔降る。12時 全

校児童集合 御放送にて詔書を拝す」とだけ

書かれている。

③ 昭和28年 (1953)～昭和37年 (1962)

年度 児童数 主 なでき ごと

28 1,253 
創立20周年＝記念大運動会・音楽会・

童話会開催

29 1,387 校歌制定器楽部結成

31 1,579 プール竣工

32 1,589 若草のリズム像寄贈を受ける

歴代最高の児童数

33 1,646 テレピ1台寄贈を受ける

健康優良校として県教委表彰

女子通学服制定36年より行用

34 1,633 第9代校長 村田隆雄

第10代校長 川口守 (10月より）

36 1,343 全国器楽合奏コンクールf優秀 1位

37 1,180 観察池・岩石園 ・科学館完成

器楽部の結成と活躍 昭和29年 (1954)、新

しい校歌の制定と同時に器楽部が結成され、

熱心な練習が開始された。同年、全三河器楽

コンクールで優勝、 30年には全国大会2位と

なる。翌年からは校内サカホン独奏コンクー

ルなども実施され、 32年に全三河大会第2位、

35年に東三河大会で優勝する。その後、36年

には中部地区大会第 1位、 全国大会優秀第 1

位と輝かしい成績をおさめた。

昭利37年 (1962) に羽田中リード部が第 1

第 3章教育と文化

回NHK全国器楽合奏コンクール最優秀賞を

受賞した時には、 元羽根井小の器楽部員が大

勢活躍した。

全三河器楽コンクール優勝 （昭和29.12.10)

プールの建設 昭和24年 7月11日の町別懇談

会でプール建設の発議があり、 PTA理事会で

もプール建設を決定。24年度に理事会を9回

開き、寄付金集めの委員も決定したが、 24年

度のプール建設活動はあまりにも早すぎたの

か1年で休止となった。当時の記録には、 9

月26日 「なるべく 寄付金でまかない、残額を

割当制で集める」12月19日 「今までの経過報

告をし、本年は一応打ち切りを決定」 と記さ

れている。その後、建設運動が再開し、昭和

31年 (1956) に完成した。

当時、 学校施設や備品の整備には寄付金を

集めることが当然で、大口寄付の見通しが立

った後、各町の負担額が決ま った。各町の総

羽根井小学校のプール建設費
各町負担金 931,370円
特殊寄付（大口寄付） 112,000円
市補助金 600,000円
市交付金 200,000円
利子 2,184円
合計 1,845,554円

豊橋市内の小学校のプール建設
年度 学校名
27 二川（当時は渥美郡二川町）
29 八町、牟呂
30 東田
31 羽根井、花田
32 福岡

35 松葉、下地、栄、嵩根

｝約104万円

}80万円

31 
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代は責任を持って決められた負担額を隼めた。

プール建設における市の負担は80万円、校区

の負担と寄付金は約104万円だった。

竣工翌日から小学校は水泳指導を計画した。

寄付してく れた家庭の中学生にも泳ぐ機会を

与えなければということで、夏休み中の24日

間の午後 3時から 5時までを開放することに

なり、この間の監視を12町が 2回ずつ分担す

るお願い文が出ている。しかし、文末には

「高校生と一般の大人はご遠慮ください。」と

書かれていた。

プール開きに模範泳法をした人々

④ 昭和38年 (1963)～昭和52年 (1977)

年度 児童数 主なでき ごと

創立30周年＝記念式典・記念芸能祭

38 1,145 
エルモ式16mm映写機1台・国旗掲楊

塔ポール・グリーンベルト寄贈

26全教室でテレビ学習開始

40 1,088 自然に親しむ日（月 1回）始まる

41 1,117 PTA文部大臣廿受11’

42 1,128 図忠館コンクール東海地区優勝

日本一健康優良学校受廿

43 1,144 
自転車の安全な乗り方で全国大会で

団体2位、個人 1位

修学旅行信州方面（体験学習）

44 1,132 
母親花坦・屋上学習コーナー新設

健康俊良学校受収全国発表会

45 1,084 中央階段にすべり台設附

47 1,012 第11代校長浦川 長

48 970 
創立40周年＝ピアノ 開鍵式・

目で見る教育展・記念体育大会

49 957 交通少年団結成式

50 924 全教室にカラーテレビ設蹴

51 942 
校歌のi!:かれた新校旗寄贈

第12代校長小久保敏雄

52 917 学校文媒「日だまり」発刊

日本一健康優良学校受賞 昭和30年 (1955)

頃から、給食指導、交通安全指導、器楽合奏、

視聴覚教育、理科教育などに対するPTAの積

極的な活動と協力により、多くの成果を上げ

ていたが、 34年の川口守校長着任により更に

健康教育を中心とした学校経営が強化された。

その結果、学校給食優良校として文部大臣賞

受賞。36年に全日本器楽合奏コンクール全国

大会で最優秀、 38年に視聴覚教育奨励賞、 41

年にPTAが文部大臣賞を受賞した。また、交

通安全功労団体として県菩本部長・県交通安

全協会会長より表彰、自転車の安全な乗り方

コンテスト全国大会で団体2位、個人 1位に

入賞など数々の成果が認められ、 43年栄えあ

る日本一健康優良学校を受賞し、翌44年には

全国発表会が行われた。

⑤ 昭和54年 (1979)～平成18年 (2006)

年度 児童数 主なでき ごと

54 931 
七夕躾会開催

第13代校長岡本啓

55 915 講堂解体し体育館竣工

56 923 
PTA廃品回収（年3回）

迎動会にPTA一品寄付の販売

創立50周年＝記念運動会 ・記念誌発行

57 890 同窓会名節発行

PTA自転車点検

58 860 
今月の歌コンクール

あいさつ運動発会式

59 816 再会の碑除秘式

60 796 消掃、歌声コンクール 版画展

61 730 
市制80周年記念タイムカプセル埋設

「わが町羽根井」発行

62 708 第14代校長森鋭一

63 684 プレハブの仮設校舎で授業

平元 682 新校舎竣工 記念碑除硲式

最後の七夕秘会

2 663 地球儀除秘式防犯パレード

第15代校長石禎督三

3 628 日曜参観日 「親子で凧作り」

創立60周年＝記念式典

記念誌と同窓会名簿発行

4 634 「あにまるラン ド」 ・和太鼓寄贈

校区31社の物産展

盆踊りと交通安全のタベ



6 600 第16代校長 植田哲夫

10 503 プールに温水シャ ワー敷設

12 492 第17代校長吉田和代

13 476 「ふれあい広場」始まる

創立70周年＝ピアノ寄贈 （簡保）

音楽室に冷暖房寄贈 （節保）

14 486 アル ミステージ寄贈 （校区 ・同窓会）

学校週 5日制開始

「土耀ひろば」始まる

16 468 第18代校長 山本隼彦

17 489 2学期制試行

18 471 市制80周年記念のタイムカプセル開封

「わが町羽根井」発行 昭和60年 (1985) 4 

月の職員会で羽根井校区史づくりが決定する。

7月、校区民に「校区史づくりのアンケート」

を依頼し、それを基に、編集委員と町内の代

表者47名が、羽根井地区市民館で 5日間にわ

たって2~3町ずつ座談会（聞き取り）を開

催する。その後、校区史推進委員会、校区史

検討委員会、校区史部会など 2年間に56回以

上の会議を重ね、授業後の調査や資料収集な

ど羽根井小職員の献身的な努力によって「わ

が町羽根井」が完成した。

夏休み返上一苦労が1冊の本に一

私が羽根井小に赴任し
たのは、昭和58年4月で
した。当時、 学校は総力
を上げて理科教育、視聴
覚教育に取り組んでいま
した。このような中で60
年に羽根井の校区史づく
りが持ち上がったのです
一番の問題は何よりも

゜ 「わが町羽根井」
職員が校区の歴史について、ほとんど知識
を持ち合わせていなかったということです。
予定のペー ジ数を全員に割り振ったものの、
みんな 「何をどのように書いてよいものや
ら」途方に雑れてしまいました。それでも2
年後の発行は決まりましたので、みんな書
＜材料を求めて、 授業後や部活終了後、時
には土・日にも地域に出かけて、 資料巣め
に奔走しました。本作りの2か年間は、みん
な夏休みがありませんでした。
今、本棚に並ぶ 「わが町羽根井」を見て
いると苦労したものの、 貴重な汽料や言い
伝え、体験談などを一冊にまとめておいて
よかったとつく づく思います。

（編集責任者 山田政俊先生談）

第3章 教育と文化

新校舎竣工とプレハブ校舎 新校舎竣工まで

の 2年間、 学校行事なども変更された。昭和

63年度 (1988) の運動会は春早く 5月22日に

開催された。翌平成元年はプレハブ校舎が建

てられていたため、羽田中学校の運動場を借

りて 5月21日に行われた。また、体育の授業

は、狭くなった運動場の他に羽根井公園でも

行われた。子どもたちは、簡易なプレハブ校

舎の中で夏は汗びっしより、冬は凍えそうに

なりながら授業を受けた。雨の日は雨漏りが

して階段はびしよびしよ、 屋根がトタンだっ

たため、雨音がやかましく先生の声が聞こえ

ないほどであった。

ピカピカの音楽室

4階建てで、クリーム色に光るピッカピカ
の校舎の中で一番気に入った部屋は音楽室
です。このかべに羽根井小学校の校歌の音
符が刻まれているのです。私は、あれが気
に入りました。それと図工室です。木のい
すも入り、図エが楽しくなるような感じの
教室です。おまけにあの木のにおいが好き
です。「ピカピカの校舎に負けない ぐらい、
いい子になりなさい。」の校長先生のお言菓
どおり 、新校舎をピカピカにみがくように
努力します。 （平成2年度6年生の感想文）

昭62.3.25

63.6.26 

10.25 

平元 9.27

2.3.21 

新校舎使い始め式での万歳

新校舎改築までのあゆみ

市請会で本校改築を承認

校舎お別れ会

起工式

校舎使いはじめの式

記念碑除幕式・竣工祝賀式

※羽根井小学校新校舎建設費 （改築費用）9億3,665万円

33 
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(3)修学旅行の移り変わり

小学校の思い出は、友達、先生、給食、運

動会、遠足、課外活動、修学旅行など人によ

ってさまざまである。ここでは 6年間に 1回

しかない修学旅行の変遷をまとめる。

2泊3日の特別な修学旅行 昭和15年 (1940)

は皇紀2600年の年、国威高揚を目的にさまざ

まな行事が企画された。開校以来、伊勢への

1泊 2日の修学旅行が、この年だけ伊勢～奈

良・京都への 2泊 3日の特別な修学旅行とな

り、奈良では橿原神宮を参拝した。

またこの年には、 一部の中等学校では全職

員 • 生徒が橿原神宮や桃山御陵を団体列車で

日帰り参拝したと言 う。

修学旅行に行けない6年間 戦争が厳しくな

った昭和17年度は、伊勢への日帰り修学旅行

で朝早く出発し夜遅く帰宅した。その翌18年

から20年度までは戦争が一層激しくなり中止

された。戦争が終わった後も昭和23年度まで

は生活が苦しかったこと 、占領政策で神社 ・

仏閣への集団参拝が禁止されていたなどの理

由から中止となり、修学旅行に行けなかった

時期が6年間続いた。

戦後第1回の修学旅行 再開したのは、昭和

24年度も終わりに近づいた25年 3月11~12日

に京都 ・奈良方面へ行った。それまで厳重な

規制があって立案も思いもよらなかったが、

10月頃に神社、仏閣の見学が許可されたので

急きょ立案することになった。 しかし、 実施

には85％以上の賛成が必要だったため、父兄

のアンケートを行った。その結果、賛成が

く当時の修学旅行綴りからの抜粋＞
0こづかいは100円〇準備 新しく作ること
はやめましょう（弁当1食とパン、米3食分）
〇金銭のとり扱い方 お金は二つ位のさいふ
に入れておくこと（一つの方は自分のじゅば
んとか身につける着物の中にぬいこんでお
く）。〇みやげ物はできるだけ買わないこと。
家で買って来いと、なるべく 言いつけてもら
わないこと。食べるみやげ物は、くさってい
るかもしれないので特に注意すること。

89％余りあ ったので立案にかかった。

手拭いが凍った一心に残る修学旅行一

午前 5時30分、お手製ズックの肩かけカバ
ンに貨重な米を入れ、身に合わぬ衣服をまと
った一団が、バラ ック建ての豊橋駅から京都
へと旅立った。他の新制中学も乗り合わせた
列車は、満員で息苦しいほどだった。それで
もトンネルが近づくと 「煙を入れるな！ 」の
声がかかる。そのたびに窓を閉めるのだが、
ガタピシやっているうちに鼻まで黒く なった
者もいた。京都で、位り空の下、御所、 金閣
寺、平安神宮、 智恩院と見学して回った。ど
こに行くにも市電か徒歩。今のような観光バ
スやタクシーなどは走っていない時代だった。
後で金閣寺が焼けたと問かされて、おれ達の
見たのが最後の姿だったのかなあと、あれこ
れ話した。京都の3月はまだ寒く、宿舎の手
すりに干した手拭いが翌朝にはコチコチに凍
っていた。翌日は消水寺の舞台に立った後、
奈良へ向かった。どこをどう回ったかよく思
い出せないが、大仏殿の柱くぐりで、帽子を
取ったまま置き忘れてきたのが妙に印象に残
っている。お土産には五角形の生姜糖のよう
なものを買った。「甘くておいしいね。」と言
った母の言菓と100円から 5円残したことが
今でも懐かしく思い出される。
（昭和24年度第17回卒業生 余郷修一さん談）

平安神宮にて （昭和25年3月11日）

往復夜行列車、実質4日間 昭和26年度は10

月8~9日の 1泊 2日であったが、集合は前

日の23時30分、出発が 8日夜中の 0時19分の

夜行列車であった。奈良着は早朝 3時34分、

市内9箇所を見学し、奈良駅発11時で京都に

向かう 。京都御所、 二条城、本願寺を見学し、

駅前の北海旅館に泊まる。翌 日は市電で清水

寺、徒歩で智恩院、平安神宮など 6箇所を見

学 し再び市電で嵐山に。帰りの京都駅集合は

9日の23時30分、京都駅発 0時40分の列車で



帰途につく 。豊橋駅着は早朝6時44分で、 1

泊2日というよりも 1泊 4日の修学旅行であ

った。1箇所でも多くの神社 ・仏閣や史跡を

見せたいという教師の意気込みが惑じられる。

昭和27~29年度も l泊 2日で奈良・京都。

学校集合は4時40分、豊橋駅発 5時28分、豊

橋着は20時か21時の強行日程だった。

再び伊勢へ 昭和24年度 (1949)から続いた

奈良 ・京都への修学旅行も日程的に強行なこ

とと、費用が約900円、小遣300円かかり不参

加者が11名も出たこともあり、 31年度から再

び戦前のように伊勢となる 。費用は650円、

小遣は200円となった。

信州・霧ケ峰へ 昭和42年度 (1967)、健康

教育推進の考えにそって、修学旅行検討委員

会が発足した。従来の修学旅行を反省し、信

州・ 霧ケ峰方面、その名も「体験学習」と計

画した。 しかし、市全体の方向と違うこと、

2泊3日であること、医療問題に難があるこ

となどから、最初の申請は許可されなかった。

翌43年度は、 7月26~27日の 1泊 2日とし、

事前に職員が全コースを下見して許可された。

白樺湖・霧ケ峰方面の修学旅行

再び京都・奈良へ 昭和43年度 (1968)から

20年間続いた信州、霧ケ峰方面への体験学習

も「悪天候の時は危険性もある」などの理由

で62年度を最後に中止となり、 63年度から現

在に至るまで再び京都 ・奈良の 1泊 2日の修

学旅行となる。

第 3章教育と文化

旅行費用（京都・奈良）の比較 小遣は100

円から約5,000円に、京都市内の見学は徒

歩 ・市電で回った時代からバスでの見学に変

わり、平成15年度からは班ごとにタクシーに

分乗して分散学習するようになった。タクシ

ーでの分散学習時の拝観料や入場料、駐車料

金などは班ごとに違い、平均 l人5,300円程

度である。

昭和24年度

徴収額 450円

（内訳）

汽車賃 163円

宿泊料 200円

京都市電 12円

拝観料 15円

雑費 （案内料他） 3円

＃ロ吾ロt 393円

※差額は返却

※小遣100円

3 羽田中学校

(1)羽田中の誕生

平成17年

徴収額 23,800円

（内訳）

交通費 (JR、近鉄） 7,110円

貸切タクシー代 5.276円

宿泊代 8,400円

2日目昼食代 945円

見学代（大仏殿・国宝館） 300円

荷物運搬料金 350円

取扱企画料金 800円

添乗員費用 319円

旅行傷害保険 300円

合計23,800円

※小遣いは自由 (5,000円以内）

昭和22年 (1947) 3月の学制改革の目玉は

「六 ・ 三 ・ 三 • 四」制で 3 か年の新制中学が

義務教育になったことと男女共学であった。

同年 4月1日の新制中学校の発足にあたり、

羽根井小学校と花田小学校を通学区域とする

西部第一中学校が開校した。しかし、戦後の

財政難の中で新制中学校を設立することは大

変なことであり、西部第一中学校も羽根井小

学校の西校舎を借りて開校した。

羽根井小と花田小の合併問題 西部第一中学

校の独立校舎建設の動きがおこり、どこに建

設するかという問題が浮かんだ。土地の確保

も難しい、財政も厳しいということから一時

は羽根井小学校を中学校にし、羽根井小と花

35 



校区のあゆみ 羽根井

36 

田小を合併して 1つの小学校にする計画もあ

ったが、地域の人々が両小学校を存続させ、

別の土地に新しい中学校を新設することを強

＜願い、関係当局に働きかけ、西羽田町43-

1番地の氏原製糸の跡（現在地）と決ま った。

昭利24年 (1949) 3月26日校舎の起工式が行

われた。

(2)羽田中60年のあゆみ

① 昭和22年 (1947)～昭和51年 (1976)

年度 生徒数 主なでき ごと

豊栢市立西部第一中学校として発足

22 519 （羽根井小学校内）

初代校長裔梢正次郎

23 817 
豊橋市立羽田中学校と校名変更

校章 ・バッジ制定

24 994 
第2代校長 森田琢磨

昭和25年2月新校舎竣工式

25 1,007 
羽田中生徒の信条制定

「羽田中健児の歌」できる

26 921 
本館2階建増築工事竣工

国旗掲揚塔 ・正副校門完成

27 935 校旗制定 弓道場 ・相撲場完成

29 1,193 「講堂建設」の陳梢古提出

創立10周年＝記念式典・ 記念バザー開く

32 1,283 卒業記念に「考える人」寄贈

第3代校長 田中消一

34 1,161 
鉄筋校舎 (8教室）竣工

第4代校長 小林泊一

35 1,322 
羽田中愛唱歌梨作成

大塚海岸で2泊3日の臨海学習

36 1,534 
羽田中校歌制定

女子制服人気投票で決定

37 1,676 
歴代最高の生徒数 NHKの器楽合奏

コンクールで全国（優勝

38 1,511 1年希望者東栄町で2泊3日の林間学校

40 1,140 
体育館完成

第5代校長 牧野秀敏

41 1,051 生徒信条「雨ニモマケズ」が決定

43 979 
1年東栄町青年の家で林間学校

2年棚山高原で羽田ジャンボ リー

44 964 
男子の長髪許可 特殊学級新設

第6代校長 山口泰甲

49 963 
本館竣工し木造校舎消える

第7代校長 砒田喜良

51 921 
羽田中校区青少年健全育成決起大会

プール完成

昭和23年10月1日、西部第一中学校から羽田

中学校に校名を変更 した。それに合わせて校

章やバッジの図案を生徒から募集し、 2年生

の宮下勝之君の作品が選ばれた。

羽田中の校章

花田小の「花」と羽根

井小の「羽」を重ね、

中学校の「中」を組み

合わせたもの。「羽」
が下を向いているのは
鳥が飛び立つときのカ
強い姿を表している。

2か月の仮校舎生活 開校当初は教室もなく

羽根井小学校の西側校舎で「朝から学校組」

と 「昼から学校組」に分かれて二部授業をし

ていたが、昭和25年 1月に木造 2階建ての新

校舎が2棟竣工する。1月の寒さの中を自分

の机や椅子はもちろん、いろいろな備品をか

ついで羽田中学校まで何回も往復した。この

ような状況の中、 3回生はわずか 2か月間新

校舎で学んだだけで卒業した。また、 翌年3

年生になった4回生は、校舎竣工直後でもあ

り毎日のように校庭整備に追われた。

快晴の校庭で創立10周年記念式典

19年間待ち望んだ体育館 昭和30年 (1955)

1月28日に講堂 （体育館）建設の陳情書を提

出してから10年、待ちに待った市内最初の体

育館が昭利40年4月に竣工した。それまでは

入学式、 卒業式はもちろん生徒会立会演説会

弁論大会、小芸能祭などは羽根井小講堂を借

りて開催していた。卒業式などは自分の椅子

を運んでの開催だった。
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生徒会立会演説会 （羽根井小学校講堂昭和39年）

②
 
昭和52年 (1977)～平成18年 (2006)

年度 生徒数 主なでき ごと

創立30周年＝記念誌 「羽田中30年の

52 922 あゆみ」発行 ・正門前に藤棚設置 (P

TA寄贈）

学園祭 ・芸能祭・学芸会をまとめて

53 905 
文化祭に改称

最初の立志式を実施

第8代校長石原成章

55 859 
地区別懇談会初めて開催

第9代校長 三上功

57 903 第10代校長小柳津森郎

58 910 「根知和羽田中」制定

60 918 
「きのう ・きょう•あした」 発行

武道館（誠心館）竣工

61 917 第11代校長近藤正典

創立40周年＝同窓会名部発行 ・校舎

62 906 屋上に校名の看板設置 ・正門横に タ

イサンボク定植

夏休みに手作りいかだで当古橋から

平元 778 牛川渡船場までの川下り

第12代校長高木浜一郎

3 679 
防犯モデル道路推進事業10周年大会開催

新しい部室棟完成

体育大会長縄跳び開始（最高記録50

5 600 回）

第13代校長近藤消司

6 591 愛知国体梨団演技に2年生参加

7 586 
青少年赤十字に加盟する

全国放送教育研究会の会場校

創立50周年＝ 「羽田中50年」と「同

8 609 窓会名簿」発行

第14代校長松槃武男， 585 体育祭と文化祭を学校祭と改称
11 545 第15代校長鈴木佳和

13 492 大平宿 ・飯田市自然典業体験

16 448 第16代校長竹本富士夫

18 394 創立60周年

(3)立志式のあゆみ

戦国時代に男子が14・ 15歳になると元服し

たことの故事にならい、 1年生と 3年生の間

たるみの生じやすい 2年生対象に、にあって、

「志」 を立てる立志式がこの地方で最初に羽

田中学校で挙行された。

羽田中学校実施後、県下はもちろん多くの

中学校で実施されたが、 学校週5日制開始後

取り止めた学校が多い。

年度 内 ヴ合ヽ・

第1回立志式 (54.2.3)

53 式典・ 記念行事 ・生い立ちの記

講演技科大学長 榊米一郎氏

54-61 式典・講演・記念行事 ・生い立ちの記

62 
第1部 式典・講演・ 記念行事

第2部 1泊2日茶臼山でスキー

63 天皇陛下崩御のため中止

平元 式典 ・講演

2 75km耐寒歩行 御前崎から学校まで

3 
学校に5時半其合

少年自然の家までの歩行

4~5 
式典・講演

市内各福祉施設での奉仕活動

6 
名古）屋市内社会見学 ・奉仕活動・ 1本験発

表

7 市内各福祉施設での奉仕活動 ・体験発表

8 20km歩行 蒲郡駅一竹島一学校， 30km歩行 三河田原駅一蔵王山一学校
10 
42km歩行 新居駅一太平洋洵岸一少年

自然の家

11 50km歩行 刈谷駅一国道23号一学校

12 
50km歩行 学校ー1や毛湿原一普l"l寺一

大清水一学校

13-18 
2泊3日

大平宿・飯田市自然腹業体験

茶臼山嵩原での立志
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4 保育園

(1)花ヶ崎保育園

施設 ・経営主体／社会福祉法人育英会

開園／昭和 6年 (1931) 5月20日 定員／200名

l 11 
ぷ'l;:::.

・1・ ::;::.::.. 

花ヶ崎保育園

年 月日 主 なでき ごと

6 5.20 
豊橋市中郷町地内に開園 豊栢共存

協会花ヶ崎共存園として経営開始

， 4. 1 型栢市方面事業助成会に移管、花ヶ
崎保育園と改称

20 6.20 空製で園舎焼失し休園となる

21 12. 1 
羽田保育lは1分園と改称花田小学校
の2教室と土間を借用し経営再開

6. 1 盟栢市社会福祉協議会に移管

7.23 現在地（羽根井本町10)に敷地1,394
26 

nl' を求め l~I 舎を新築移管

花ヶ崎保育園と改称 定員80名

27 6.11 遊戯場増築定員100名

40 3.15 
遊戯室 ・便所・ 渡り廊下増築

定員150名

46 1. 1 社会福祉法人育英会に移管

52 4. 1 定員200名

(2)往完保育園

施設・経営主体／ （社）豊橋市西部保育事業会

開園／昭和50年 (1975) 4月1日 定員／180名

往完保育園

年 月日 主 なでき ごと

50 4. 1 往完保育園開園 定貝120名

57 4. 1 
園舎増築 障害児保育指定園となる

定員150名

平9 4. 1 定員180名

13 3. 1 園舎増改築工事竣工

5 羽根井地区市民館

(l)地区市民館ができる前

学校が活動の拠点 昭和31年 (1956)は今か

らちょうど50年前。戦後10年を経過し、人々

は敗戦のショックから立ち直り、民主国家建

設に燃えていた。そのため、各種の団体 ・組

織は多くの会議や集会を開催し、盛んに活動

していた。

現在のように地区市民館がない時代、何を

するにも小学校が会合や活動の拠点であったc

羽根井小学校の学校日誌には、校区の各種団

体の会合や活動が応接室、裁縫室、講堂を使

用して毎年100回以上開催された記録が残っ

ている。会合の種類と回数は下記の通り（運

動場の使用は含まれていない）。

昭和31年度の会合

団体名 回数 団体名 回数

婦人会役員会＊ 25 消防団 2 

社会教育委員会 12 補導委員会 2 

社会学級＊ 13 同窓会 2 

プール建設委員会＊ ， 健民少年団＊ 2 

民生委員会 8 報徳会＊ 2 

育成会理事会＊ 8 遺家族委員会＊ 2 

子ども会 7 引揚者総会＊ 2 

防犯委員会 7 バザー委員会＊ 2 

総代会 6 のど自慢大会＊ 1 

体育委員会 5 校区青年研修会＊ 1 

更生保護婦人会 2 羽根井親睦会＊ 1 

＊は現在なくなった会

婦人会の役員会が多いのは、雑貨品、日用

品、衣服などを町内に販売し、その利益を校

区敬老会開催や諸活動の資金に充てていたか

らである。会議が校内のため校長、教頭はし

ばしば参加して助言を求められた。時には教



員も参加して助言やお手伝いをすることがあ

った。

(2)地区市民館の活動

自主活動 羽根井校区には校区市民館がない

ため羽根井地区市民館を多く利用している 。

地区市民館は校区市民館と違い、市主催の事

業が優先するため、校区住民が自由に利用で

きる日時や部屋が制限され、住民の自主的な

文化活動は活発とはいえない。しかし、開館

以来30年、高齢者団体の詩吟、民謡、舞踊、

歌謡、俳句、書道や自主団体の茶道、華道、

空手、短歌、舞踊、カラオケなどは長年継続

的に活動している。

地区市民館まつり 11月上旬開催の地区市民

館まつりには、市民館主体の芸能発表会と作

品展に加え、総代会・各種団体・保育園 ・小

芸能発表会 （平成17年11月）

歴代の館長と運営委員長

年度 館長 運営委員長

昭和52年 川口 寸F • •I 中川一男

53~55年 岡本健一 ク

56~58年 藤田毅一郎 河合武男

59~61年 井上政次 ，，， 

62~63年 近藤哲郎 大場成一

平成元～2年 松井 恒 ，，， 

3~ 5年 平尾準次 小山文雄

6~ 8年 西郷 平 ク

9~11年 加藤 功 岩間 洸

12~14年 嵩柳一敏 ，，， 

15~18年 近藤将紘 夏目章一

第3章教育と文化

中学校など地域住民が参加する発表会や作品

展示もあり毎年盛大に行われている。

6 町公民館と公共施設など

町公民館 町内活動の拠点となる公民館は戦

後に建設され、町の総会、組長会、慰労会、

祭礼詰め所、敬老会、子ども会のお楽しみ会、

葬祭、習い事、市役所からの説明会などに利

用され、町民の親睦と団結、教養を高めるの

に役立っている。

公民館完成年度

完成年 名称 完成年 名称

昭和26 野黒町公民館※ 昭和45羽根井本町公民館

昭和31 八通町公民館 昭和56羽根井元町公民館

昭和36 往完町公民館 昭和61 白河町公民館

昭和39 錦町文化センター 平成 7 花中公民館

昭和40 中郷町公民館 --------
※野黒町公民館は平成14年8月に改築

公共施設 羽根井小学校の一角、旧羽根井消

防署跡地には昭和52年 (1977) 5月14日開館

した羽根井地区市民館が、元町の旧下水処理

場跡地と丸織紡績工場跡地には昭和58年 2月

開館した豊橋市中央図書館と羽根井スポーツ

広場がある。このほか、校区内には西部窓口

センター、 豊橋市南消防署西分署、羽根井交

番があり、公園も 8か所ある。

民間施設 羽根井校区には郵便局・銀行各2

か所、多くの医療機関、大型スーパー、 24時

間営業のコンビニエンスストアやレンタルビ

デオ店、書店、葬祭業など日常生活に欠かせ

ない施設・商店が数多くあり、生活するには

極めて便利である。

その一方、昭和62年 3月当時、野黒町の人

道橋から錦町の交差点付近までの通称羽根井

銀座で営業していた54軒の自営業のうち、 29

軒がこの19年間に後継者不足や人口減少、コ

ンビニエンスストアの進出などの影響で廃

業 ・転居した。
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7 羽根井の社寺と史跡
すさのお

(l)素蓋嗚神社（中郷神社）
みこと

祭神素蓋嗚尊

御鍬神社（合祀）

・境内社 塞神社

秋薬神社

・例大祭 毎年4月第4土・日曜日

• 宮司 白井清夫

・氏子 中郷町、花中一区、花中二区

野黒町、東小田原町、西小田原町

・所在地 花田町字中郷93番地
gっ

この神社がいつの頃からこの地に祀られて

きたのか、また、どういう由来からかはっき

りした記録は残されていない。

古くから花ヶ崎村と呼ばれ、鎌倉時代の開

村であると伝えられ、その頃から村の氏神と

して信仰されてきたのであろう 。棟札で一番
うずひこ

古いものは、 豊田珍比古著 「豊橋神社誌」の

記録では 「寛文三年正月吉祥日、本建立天王

御宝殿一宇」 (1663年）とあるが、 実物は見

つかっていない。昭和57年4月に本殿の床下

に収納されていた棟札7枚と天王社奉納花ヶ

崎村絵図により、現存する最古の棟札は、元
きのとい

禄八年乙亥正月吉善日 (1695年）のものであ

る。絵図には「文化十一年申戌夏四月 (1814)」

とあり、小池是

知と牧野裕之の

両者によ って作

成されたと考え

られ、たたみ 2

畳ほどのもので

ある 。この図に

よると現素蓋嗚

神社の位置には、
こづ

牛頭天王社の名

が記されている。

最古の棟札→

9
-

棟札 （表）

素蓋嗚神社 （中郷神社）

天王信仰は、平安時代の中頃、都に疫病が
おんりょう

流行して人々は怨霊の仕業と恐れ、怨霊退治

の呪術を盛んにした。天王社は京都の八坂神

社に端を発するもので、 吉田神社、橋良神社

も天王社であった。

慶応4年 (1868) 3月17日、神仏分離令が

発令される。僧侶が別当などと称して神社の

神主を演じているのを神と仏を分離して、僧
けんぞく

侶は還俗するよう指示した。その後、さまざ

まな経緯により、 天王社も祭神を日本古来の

神とする神社となり、明治元年 (1868)、素

蓋嗚神社と正式名称となった。

地元では、通称中郷神社でとおっているが、

古老の話では、昔、花ヶ崎神社としようと相

談したが、羽根井の方から反対があり、取り

止めになったと伺った。

棟札によると寛文三年から現在まで約330

年間に造営5回、補修6回したことが分かる。

現在の社殿は、佐原徳氏設計、下谷泰三氏請

負で昭和37年 (1962) 4月竣工した。

例大祭は、昔、 7月であ ったのが、明治に

入り 4月16日に変更された。今は 4月の第 4

土 ・日曜日に行われている。元来花火の祭で

あり、宵宮の晩には柳生川の堤で打ち上げ花

火が賑やかに行われた。しかし、家々が多く

建ち並び、火災の恐れ、 替察の規制も厳しく

取りやめとなった。10数年前より境内で手筒

花火が復活され、餅投げなどで賑やかさを取

り戻している。

棟札 （裏）
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やつるぎ

(2)八銀神社
やまとたけるのみこと

祭神日本 武尊
しらひげ たけのうちのすくね

白髭大明神（武内宿弥）合祀

・境内社 塞神社

秋葉神社

・例大祭 毎年4月10日前後の土・日曜日

• 宮司 水谷雅則

・氏子 羽根井町、羽根井元町、羽根井本

町、八通町、錦町

・所在地 花田町字西郷59番地

古い棟札は戦禍で焼失したが、元宮司水谷

林作氏の調査記録から、この地の郷士、鈴木

二郎右衛門が私邸内に「八錬大明神」を勧請

したことから始まったとある。最古の棟札の
ひ9)とう

裏書きに「宇時永禄元年丁卯六月吉祥日（※

l)」（1558) とあり 、今から450年も昔であ

る。現在の位置にお祀りされるようになった

のは、 370年前のことで、明治元年、神社制

度改正で社号も八剣神社となり、明治14年

(1881) （※ 2)村社に列せられた。

八剣神社

一方、現羽根井地区内にもう一つの古社無

格八剣神社があった。現在、神社所有の地

（旧字名 ：八剣40番地／羽根井本町公民館駐

車場から錦町・了生薬局一帯）に白髭大明神

（武内宿弥）が鎮座していた（境域600坪） 。

この地の芝切りと云われる鳥居、白井の牟呂

出身の数名によってこの神社を鎖守として祀

っていたと伝えている。

花ヶ崎村絵図にこの社が入っていないこと

第 3章教育と文化

は、八鍍の地は昔、牟呂村に属していたもの

と考えられる。この神社の起源は棟札による

と正保 2年 (1645) （※ 3)で長寿保持の神

として、また、石を報饗する神であり、厄除

を祈願する境界鎮守の神でもあった。

明和 3年 (1766)に日本武尊を合祀し「八

矧大明神」と改め、明治初め、「八錬神社」

と改称したが、その後、双方の協議の結果、

羽根井と合併し二つの八剣神社を共同の氏神

と崇め、大正4年 (1915) 1月28日、現在の

八錬神社に合祀された。

昭和9年、宮司水谷林作氏が伊勢神宮の御

神木を拝受し、社殿を造営したが、戦災で水

屋を残すのみで全て焼失した。その水屋も伊

勢湾台風で倒壊し、屋根が瓦葺から銅葺とな

り修復され、現在に至っている。

例大祭は、今は毎年4月10日前後の土・日

曜日であるが、明治36年までは 6月10日であ

った。祭の日は、 神前で神楽が奉納さ れた。

その起源は安永 2年 (1773)から明治40年

(1907)頃まで行われ、 一時中断したが、昭

和11年 (1936) 8月に再興された。神楽は市

内でも有名になり、正月にも門付をして歩い

たと云われる。しかし、獅子頭など使用した

ものは戦禍で焼失し、今では神楽があったこ

とも記憶する人がいない。戦後、山車が出た

り、境内で芝居や映画も上映されたりしたこ

ともあったが、今では餅投げが唯一の楽しみ

となっている。

長い歴史ある神域も変化し、昭和 9年まで

の450年間に造営・改築の記憶は23回にも及

んでいる。現社殿は佐原徳氏の設計で昭和42

年 (1967) 5月に竣工した。

※ 1永禄元年は戌年である。丁卯が正しければ、永

禄10年となる 。また、 他の文献では弘治元

(1555)年とも記されている。

※ 2他の文献には明治5(1872)年とある。

※3石碑によると延宝4年 (1676)とある。
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(3)羽田八幡宮と牟呂八幡社

白河 ・立花 ・往完町は、明治時代まで集落

のない土地であった。白河 ・立花町が羽田村、

往完町は牟呂村に属していたために、羽田村

は羽田八幡宮へ、牟呂村は牟呂八幡社の氏子

として現在に至っている。

(4)墓神社

・所在地 素釜鳴神社境内

八魚』神社境内

・例祭 9月14日
さ＼ヽ

塞神は塞の神と呼ばれ、オ之神、財埜神と
ちまた

も書かれ、街の神、道の神とも言われ、部落

境や峠、道端に悪疫防除の神として祀られて

いる道祖神と同じものである。素燕嗚神社か

ら元の大林製糸一帯を古い字名で塞神といい、

花ヶ崎村の塞神が祀ってあった。最古の記録

では、「享保十三年 (1728)三月本遷宮オ之

神一社」の棟札がある。例祭日の 9月14日に

祭典を行っていた。

塞神社は、元からこの素蓋嗚神社に祀られ

ていたのではなく、 一説では、 JR東海道本線

の塞 （賽）神踏切の位置にあったものが、明

治21年 (1888)、鉄道開通にあって素蒸嗚神

社に移されたという。また、別の説では大林

製糸内にあった社が塞神の本社で、明治時代

に合祀されたとも云われている。村から町へ

次第に人口が増え、昭和 2年 (1927)、羽根

井の八剣神社と松山の素蓋嗚神社とそれぞれ

の地区ごとにお祭りができるように分祀され

た。現在では、町代表者、氏子総代などで祭

典を行っている。

塞神 （素蓋嗚神社境内） 塞神 （八銀神社境内）

(5)秋葉神社

神社の境内、町公民館の敷地内に、あるい

は道路の角に小さな社が祀られているのが秋

葉神社で、火災に竹威を抱いた人々が遠江の

秋葉神社を勧請し、その加護を祈ったのが始

まりである。各町内で町役員、 町氏子総代が

秋葉総本山へ代参されて、 11~12月に代表者

によって例祭が行われている。

所在地と創設年代

・素蓋鳴神社境内 明治34年 (1901) 3月、

氏子／中郷町、花中一区、花中二区

・八剣神社境内 文政9年 (1826)

氏子／羽根井町、羽根井元町、羽根井本町

• 野黒町48番地

・八通町63番地

・錦町131番地

・白河町 1番地

大正10年 (1921) 

昭和15年 (1940) 

不明 （一）

大正3年 (1914) 

・立花町27番地 大正14年 (1925) 

．往完町字往還西66番地 不明(-)

秋葉神社 （素蓋嗚神社境内）

おくわ

(6)御鍬神社

素釜鳴神社本殿に合祀、昭和38年 (1963)

までは旧社殿の右隣に祀られていた。お鍬さ

まと呼ばれ百姓の神で起源は江戸時代のよう

である。例祭は11月17日、秋の収穫を感謝し、

翌年の豊作を祈る。現在では神事など各町内

三役の人々が集って祭典を行うだけとなった。



(7)忠魂碑

八剣神社境内に大きな忠魂碑が建っている。

裏面に「大正9年11月尚武会在郷軍人青年会

建之」とあり、日露戦争戦没者の多くの名が

刻まれている。昭和61年現在地に再建されて

春 ・秋二回遺族会で慰霊祭が行われている。
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(8)大法寺と宗教団体

羽根井地区には古くから寺がない。昭利 5

年 (1930)、八矧（現錦町）の地に身延山末

寺石橋妙定尼が七面結社を結成し、翌6年宗

祖日蓮姻人650年遠忌の際、堂宇を創建し、

大法寺教会から昭和24年、大法寺とな った。

後継の石橋卓定上人は、数年前堂宇を神野新

田の地に移転し、羽根井からまた寺院がなく

なった。他に立正佼成会等宗教団体がある。

ーうしん

(9)庚申さま

神仏習合時代（※）、各部落ごとにあ った

ようで、干支の庚申の日（通例年6回、閏年

は7回）村人が集まり、各家を順に廻って

（お日待ち）、食事を饗し、大きな数珠を回し

て百万遍の念仏を唱えた信仰行事で、農村の

神であるが、元々中国から伝えられた道教の

教えでもある。今でも受け継がれ続けている

部落もあるが、羽根井では時代と共に簡素化

され、 20~30年前から行われなくなり、使用

されていた掛軸・大数珠、また、お膳 ・食器

類は、古くなりお寺に納めらたりして処分さ

れた。素蒸嗚神社境内右側のお堂の中、左に

庚申の青面金剛童子、右にお地蔵さんと呼ば

第3章教育と文化

庚申さま （中郷神社境内）

えん おづ 0) えん0)ぎょうじゃ

れる役の小角（役行者）が祀られている。ま

た、八剣神社のすぐ隣のお堂の中にも同じよ

うに庚申の碑が木々の間にひっそりと祀られ、

文化 8年 (1811)の文字が読みとられる 。

代々、元町の白井吉彦氏の家で祀っている。

※日本の神々と仏教を調利、融合させようと考えて

平安時代に盛んとなり、江戸時代まで続いた。

(10)羽根井念仏講ほか

念仏講と云われるものは、江戸時代、部落

ごとに講があったようで、十三仏念仏や念仏

御真言を唱える会のことで、江戸時代には羽

根井には一つの寺もなく、古くから羽根井に

住んでいる人々の檀那寺も悟渓寺、浄慈院、

龍枯寺、正林寺とさまざまで、念仏講が住職

の代役をして葬儀から法事まで行っており、

彼岸会法会、千地蔵なども行われていたよう

である。前述の庚申と念仏講の行事が同居し

ていたようにも思われるが、詳細はよく分か

らない。羽根井念仏講は30人で構成されてい

る。現在、唯一の鉦が残っていて、「明治29

年 (1896)12月吉日、 三州渥美郡羽根井念仏

講中」と刻まれている。
さんましヽしょう うっそう

昔、八剣三昧場（墓地）は鬱蒼とした小高

い所にあり、土葬されていた。現在の八剣共

同墓地は区画整理のため、昭和44年 (1969)

8月に掘り起こされ、少し移動しているが、

その時の遺骨・遺品、出土品などは羽根井念

仏講先祖菩提の碑が建てられて、その下に納

められている。

43 



校区のあゆみ 羽根井

44 

講中の人が亡くなられると鉦を打ちつつ町

内を歩いて知らせたのも、 30年前頃からやら

なくなり、毎年8月14日、墓地にて新盆を迎

えた人々に松焚きをして供挫していたのも、

平成17年に中止され、羽根井念仏講の名称も

八勉共同墓地管理委員会と変更された。

また、現在の中郷町161番地の 1にも募地

がある。これも三昧場であったようで、小野

田浩さんの話では、小野田一統の墓地のよう

で、文化文政の簗もあり、 25世帯での管理だ

が、整備もせず草に埋もれて人目につかない。

明治の廃仏毀釈で羽根井の鳥居さんと一緒で

神道になったと語ってくれた。

花ヶ崎村絵図を見ると、素燕嗚神社、八剣

神社とも近くに「ヤキ場」があり、八鍍神社

の石垣には、古墳に使われたと思われる石が

あると云う 。現在の羽根井校区には古墳が見

つかっていないので、長い年月の間に失われ

てしまったといえるが、平成15年、中郷町字

後田のスギ薬局のところに追跡の発掘がなさ

れ、 7世紀中期の土堀が一か所検出された。

(11)大山塚の弘法さま

人道橋近くの萩原さん宅に人々に親しまれ

た弘法さんと抱き地蔵さんが祀られている。

尼僧萩原信瑞さんが昭和32年 9月11日に99歳

で亡くなられるまでお祀りしていた。信瑞さ

んは当時、市内の最高齢でもあり、葬儀には

大野佐長豊橋市長が篭盛持参で会葬された。

弘法さんの日 (3月21日）には、お祭りが

あり、お詣りに来た老若男女に甘酒やお菓子

の接待があり、近隣の善男善女のお詣りが絶

え間なく続いたと伝えられる。

(12)小栗風葉址と句碑

花田町西郷123番地に小栗風薬（本名／加

藤磯夫）邸があり、 50年前には立派な庭園が

あったことを知る人も少なくなった。風葉は

晩年、この羽根井に1000坪の敷地に居を構え、

大正 8年 (1919)、平屋建て70坪の住宅、約

300坪の庭園を造り「留月荘」と名付けた。

明治30年代に活躍した代表的な作家であり、

尾崎紅葉の弟子として、有名な「金色夜叉」

を執箪した紅薬の死後「終編金色夜叉」を完

結させた、大正15年 (1926) 1月15日、 52歳

で生涯を閉じ、「煎薬の香に朝寒の寝覚めか

な」の辞世句を遺し、八勉共同墓地内の墓碑

の陰に刻まれている。

また、風葉の碑は、

豊橋公園内三の丸会

館の裏にもあり、風

築夫人の加藤竹寿句

碑「涼しさや旅をこ

ころのそで軽く」が

花園仁長寺境内に建

っている。 小栗風葉墓陰句碑

留月荘（見取図）



(1)総代会のあゆみと活動

終戦直後の総代会

戦前より羽根井の各町には町内会長が置か

れていた。当時の主な仕事は、

0戦争に出掛ける兵隊の見送り

0戦地より帰ってきた兵隊の出迎え

0防空演習の世話

0国から来る配給物資の分配

などであった。

しかし、終戦とともに人々生活も大きく 変

り、戦災に遭った羽根井の人々は極度の食料

難に陥った。人々は渥美郡や宝飯郡、遠州

（静岡県）など周辺の農家を頼って食料の買

出しに出掛けかけなければならなかった。空

襲を受けた野黒や立花 ・錦など羽根井の大部

分の町内には、米 ・砂糖 ・みそ ・野菜・しょ

う油 ・自転車のチューブ ・タバコ ・塩などが

配給物資として町内会長（後の総代）のもと

に届けられた。配給物資といっても一回の分

量はほんのわずかで、 分配の方法は順番に配

ったりクジで分ける ものもあった。町内会長

はいつも配給物資を公平に分けるのに心を痛

めた。

太平洋戦争の終戦を境に、日本は大きく方

向転換を始めた。日本の封建制の温床が町内

会組織にあると見た連合軍総司令部はそれま

での町内会組織を解体させることにした。昭

和22年 (1947) 3月31日をも って、 町内会長

がしていた各種の仕事は、市へ移管されるこ

とになった。

4月1日より町内会長に代わって、連絡員

が置かれた。連絡員は町内会長に代わり配給

物資の分配のほか、次の仕事をした。

0文書の配布と回覧

市の吏員が持って来た文書を町内の組長宅

に届け、組長は回買箱に入れて各家庭に回す。

第3章 教育と文化

多くの文書は回覧したが特定者のものは直接

連絡員が各家庭を回った。

0転居者の事務手続き

新しく羽根井に居を構える時には、まず連

絡員に申し出た。連絡員は住所を確認した上

で転居届けを渡し、新しく入る組の町長名を

教えた。転入届は連絡員の所に常備してあっ

た。

0税金の令書の配布

市役所から来た令書は組長を通じて各家庭

に配られた。野黒町のように納税組合を作っ

たところもあった。これは、組合員がきちっ

と収めてくれると、還元金をくれるという制

度であった。令書は組長を通して配られてい

たが、住民の一部から「見られるのはいやだ」

という声が上がりその後、連絡員が直接家庭

に配るようになった。

この会においては戦災復興を始めとする羽

根井の諸問題が話し合われ、校区としての対

応策が協議された。

(2)市総代会の発足

連絡員制度は昭和22年 (1947) 3月まで続

いた。4月からは連絡員制度に代って総代会

が発足した。27年になって、校区代表の連絡

員が公会堂に集まり、総代会結成の準備をす

ることになった。羽根井校区の代表として、

野黒の星野さんが公会堂へ行かれた。市総代

会の副会長の一人として、羽根井校区の近藤

常次郎さんが選任され、その翌年の29年には、

市総代会の第2代会長に就任した。近藤さん

はその後、 33年まで 5年間会長の重責を果た

した。

市総代会の役員として、昭和43年に白井津

賀次さんが、また、 55年に中川一男さんがそ

れぞれ2年間監事を務めた。
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(3)羽根井校区歴代総代会長

昭和28年 (1953)年4月1日の市総代会の

発足に伴って、各校区には校区総代会がつく

られた。羽根井校区総代会の役員は「会長 1

名、副会長 1名、会計 1名」と決められ、各

町総代の中から互選されることになった。

昭和28年以降、平成18年に至る校区総代会長

は次の皆さんが務められた。

羽根井校区歴代校区総代会長

初代 近藤常次郎（昭和28年度～33年度）

2代星野三代治（昭f1134年度）

3代森田美代治（昭禾1135年度）

4代近藤常次郎 (II｛湘136年度）

5代吉見政治（昭利37年度）

6代 白井津買次（昭利38年度～44年度）

7代杉田留生（昭利45年度～47年度）

8代中川 一男（昭利148年度～57年度）

9代河合武雌（昭利58年度～61年度）

10代大場成ー （昭禾l|62年度～平4年度）

11代小山 文雄（平成5年度～9年度）

12代 岩間 洸（平成10年度～14年度）

13代 夏目章一 （平成15年度～現在）

(4)総代会の主な活動

各町内はその時々、道路舗装 ・廃水設備 ・

下水処理 ・歩道橋設置などの問題を抱えてい

た。こうした生活に直接関わる問題に対して、

総代会はその解決のため市当局に積極的に働

きかけを行ってきた。

羽根井処理場の建設問題 羽根井地区は駅に

近いという地理的条件から、戦災復興後住宅

や商店、工場が立ち並びはじめた。こうした

発展に伴って、この地域から廃水される汚水

の量は年々増加する一方で、柳生川に放出さ
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羽根井処理場 （羽根井ポンプ場）

れる量も増え続けていた。柳生川の汚れは、

河口のあさりや海苔の挫殖にも影響を与え、

牟呂や大崎の漁業関係者も柳生川の汚水問題

について、その解決を市当局に求めた。総代

会は市議会に対して何度も陳情を行った。こ

れを受け、市当局は昭和27年 (1952) に「下

水道拡張五カ年計画と十力年計画」を立案し

た。こうして羽根井処理場の建設計画は具体

的に動き出すことになった。昭和32年 (1957)

10月5日、羽根井処理場建設工事は着工され、

昭和34年 1月20日には通水式が行われた。

花田・大崎線の舗装 昭和36年 (1961)、中

郷町から大崎町へ通じる道路は未舗装だった。

この道路は戦前に海軍道路として造られたも

ので、交通量が増えるに従って、道路沿いの

人達からは、「早く舗装をしてほしい」とい

う声が上がり、 町総代のもとに要望が寄せら

れた。こうした中、市土木課、市議会へ陳情

書を提出し、その実現を強く働きかけた。羽

根井校区からの陳情を受けた市当局はすぐさ

ま現地調査を実施し、昭和39年 (1964)にエ

費82,653,000円、道路延長2,346.5mの工事計

画を立てた。

昭和40年11月に着工、44年に校区要望の舗

装道路が完成した。

(5)羽根井校区の市議会議員

羽根井校区からは昭和22年 (1947)以降、

次の市会議員が出ている。

氏名

小柳津貞三

近）／泰常次郎

彦坂只ー

立岩新策

福井和光

’’ 
鈴木勇一

広木良次

河合武男

小野田温康

任期

ll召禾[122.4.30-26.4.29(lJV!) 
ll召禾1115.10.10-26.4.29(2月］）
＂且禾1.130. 5. 1 ~ 34. 4. 3 0 (1 JV I) 
昭和38.5.1-40.3（任期中死亡）
＂召利］3.10.10-22.4.29(4関1)
U召利130.5.1-38.4.30(2J阻）
昭和42.5.1-54.4.30(3期）
昭和42.5.1-54.4.30(2期）
昭和62.5.1～平成7.4.30(2期）
昭和46.5.1-50.4.30(1期）
昭和46.5.1-58.3.29(2期）
3期目途中で辞職。県会議員へ

昭利62.5.1～平成3.4.30(1期）
昭和62.5.1-平11.4.30(3期）



(6)羽根井校区各組織の協同体

羽根井校区には、総代会を中心とした各種

団体及び校区推薦の役員が関連をもちながら

活動を行っている。

総代会は、会長 1名、副会長 1名、会計 l

名、監事2名の役員構成である。各種団体も

各町から選任された委員で構成され、委員長

（会長）、副委員長、会計等の役員構成で年間

活動をしている。

これらの組織は、独自で計画、活動する場

合もあり、総代会や各種団体が協同して活動

する行事もある。

校区内の住民が、明るい地域づくりや助け

合いの精神づくりを認識しつつ、住民の親睦、

福祉、連帯の精神を深めていくために各種行

事を企画、立案することが大切である。その

ために総代会、各種団体、推薦役員の連携を

明確にしておくことが必要である。

(7)校区各種団体の活動

総代会や他の会と連携、協力をして、校区

住民のための活動をしている。

防火・防災訓練 東海地震、東南海地震がい

つ来るか予想できないが、その時を想定して

毎年訓練を実施している。市の防災対策課の

指導、校区消防団の協力を得ながら校区挙げ

て訓練をしている。初期消火、起震車体験、

非常食の試食、また、何より大切なものは人

命保護であり、平成14年に結成された自主防

災会を中心に避難誘導を一番の目的とした訓

練を実施している。

交通安全キャンペーン 車社会になって年々

交通事故は増加の一途をたどっている。交通

安全委員会、交通少年団を中心に、豊橋警察

署の指導を受けながら、小学校南側道路で交

通安全キャンペーンを毎年実施している。交

通安全委員の人達は制服を着用し率先して活

動をしている。また、毎月 0の日には校区内

第3章教育と文化

の要所に朝7時に立って特に車に対して、交

通安全へのPRをしている。

交通安全キャンペーン

羽根井夏まつり 昭和45年 (1970)、親子・

校区民のふれあいを深める目的で子ども会主

催の 「七夕まつり」が小学校運動場で始まる。

大きな笹竹に沢山の飾りを学友団ごとに親子

で協力して作成した。

一方、羽根井小学校では「ゆとりの教育」

の提唱に沿って、昭和54年度 (1979) より学

期 1回の集会やイベントを開催するようにな

る。七夕集会、羽根井まつりなどが行われた。

昭和60年 (1985)頃より校区の 「交通安全の

最近の 「羽根井夏まつり」
開会式で小学校金管バンドの演奏やふれあい
羽根井ひろばの太鼓演奏を行ったのち、夜店
や子どものど自慢大会、盆踊りが行われる。
最後を飾るのは花火で、手筒花火、乱玉が30
分ほど打ち上げられる。
参加者数は、約 1千人で年々増加傾向にある。

く夜店 ・担当委員会＞
だんご ・うどん (PTA)、かき氷 ・くじ
（子ども会）、菓子つかみどり（交通少年団）、
金魚すくい（体育委員会）、冷凍ジュース・
ケーキ（交通安全委員会）、ジュース（社会
教育委員会）、フランクフルト（消防団）、風
船つり（学童保育）、抹茶（ふれあい広場）

羽根井夏まつり（平成18年7月29日）
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タベ」が 7月の夕方行われるようになる。平

成 3年 (1991)「親と子の交通安全のタベ」

平成4年の創立60周年には「盆踊りと交通安

全のタベ」が開催される。これが「羽根井夏

まつり」の原型と考えられ、以降、毎年、夏

休みに開催されるようになった。現在では、

羽根井小学校区青少年健全育成会主催の行事

となり、校区総代会、各種団体、 PTAなど

が協力し運営している。

社会教育の推進 昭和30年頃までは、市の社

会教育課と校区の「社教」が連携して講演

会 ・映画会などを通して活発な成人教育を展

開した。しかし、昭和30年の町村合併とその

後の高度経済成長、昭和39年の東京オリンピ

ックを境に社会教育活動は下火となる。その

頃、「社教」の主な活動は、成人式開催と研

修旅行くらいであった。
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「羽根井」第1号と55号

平成10年 (1998) これまでの活動を見直し、

成人式には校区の人による「祝賀演奏」を取

り入れたり、コミュニティー活動の充実を目

指し広報「羽根井」を発行するなどした。

子どもとのふれあい活動 14年度より実施さ

れる「学校週 5日制」に対応するため、社会

教育委員会 ・ 民生児童委員会•更生保護女性

会 ・ 子ども会 ・ 老人クラブ • PTA などが中

心になってふれあい推進特別委員会を結成し

た。児童と地域住民とのふれあいを通して、

健全でたくましい子どもの育成をめざしたも

のである。平成17年度 (2005)の主な活動は

次の通り。

①土曜ひろば 土曜日の午前中、年間17回、

延べ4,472人参加。

②ふれあい広場 月水金の25分放課に年間

112回、延べ8,409人参加。

③プール広場 夏休み中の 8日間（午前と午

後の18回）延べ2,292人が参加。

スポーツ振興 全区民が一体となって行う体

育大会を初め、町別対抗のソフトボール大会、

家庭婦人バレーホール、ソフトバレーボー）レ

大会、子供会主催のフットベースボール ・ド

ッチビー大会など、毎年熱戦が繰り広げられ

ている。また、市のスポーツフェスタでは優

秀な成績を収めている。

消防団活動 羽根井校区は第七方面隊に所属

し、団員活動として放水競技や小型ポンプ操

法競技のため、夜間に練習を行っている。こ

れらは、消防活動の基本として重要であり、

これが地域住民の安全に役立っている。

住民の福祉高齢化への対応 民生児童委員、

更生保護女性会の活動として、高齢者や児童

が安心して暮らせるための諸活動を行ってい

る。現在、少子高齢化社会における重要課題

である活動は欠かすことのできない取り組み

である。老人クラブでは、健康維持と親睦を

目的に各行事へ積極的に参加している。

羽根井校区各種団体等組織図

I 小学校 •PTAI

校区推薦委員

社会教育委員会 青少年育成校区指導員

防犯委員会 交通安全推進員

交通安全委員会 町内会 体育指導委員

体育委員会 主任児童委員

消防団 清掃指導常務委員

老人クラブ 少年補導員

子ども会 住民 スボーツ開放管理指導員

民生児童委員会

更生保護女性会



一年
羽根井校区の主なもの（明治以降）

表一

元号 H 本 ・ 豊橋 羽根井 校区

明治I(1868) 明治維新 ・索燕嗚神社、八剣神社正式名称となる

2 (1869) 吉田藩を翌屈藩と改称

4 (1871) 戸簡法制定

5 (1872) 学制発布 ・花ヶ崎村、愛知県第15大区第1小区に区分される

東海逍線開通（新栂ー横浜） • 第 10中学校区第4小学区となり浄慈院に幡太学校設立

6 (1873) 地租改正

9 (1876) 朝倉（二右衛I"L座繰製糸を始める ・花ヶ崎村の戸数157F'、人口712人の記録がある（合村願）

11 (1878) ・イもヶ崎村、羽田村と合併し、花田村となる(12月8El)

13 (1880) • 第 11番小学校が分離・ 1}il校

17 (1884) 歩兵第18述隊できる ・花田村、渥美郡第7組戸長役場を設罫する

• 第 11番小学校が花ヶ崎学校となる

•花ヶ崎学校校舎新築（花田村字中郷95番地）

・花ヶ縞学校、幡太学校とも渥美郡尋常小学三吉野学校（現吉田方小）の分校となる

21 (1888) 悶梃駅開業

牟呂）•Il水完成

22 (1889) 大日本帝国憲法発布 ・花ヶ崎学校、幡太学校と再び合併、花田村字西宿に新築移転

東海逍線全通 ・近藤製糸場〈近藤常次郎）できる

盟柏町となる

23 (1890) 第1回衆議院総選挙 ・花田村の戸数423戸、人口2,045人の記録がある

25 (1892) • 幡太分校、花田村立花田綽常小学校となる

27 (1894) 日泊戦争・型栢屯灯設立

28 (1895) 盟栢村を悲栢町に合併 ・索燕嗚神社の石科居が寄進される

29 (1896) 神野新田完成

34 (1901) •秋痰神社〈索蓋明神社内〉を祀る

37 (1904) 日露戦争 • 製糸工場が建ち始める

39 (1906) 翌柏市制施行人口37,600人 ・花田村、盟栢町・豊岡町と合併、豊縞町大字花田となる

・豊梢市大字花田となる

40 (1907) 大口喜六初代豊柏市長

41 (1908) 翌栢師団誘致 ・盟屈市立花田尋常小学校となる

市内にf[l，活通じる ・股相馬車株式会社設立（牟呂市場・花田中央Iiil往復）

42 (1909) 市京制定X ・型栂瓦斯（中部瓦斯の前身）設立

43 (1910) 韓国併合 ・小栗風槃、花田字南新起に居を構える

44 (1911) ・花田神常店等小学校新築移転（花田字大塚）

・大林製糸、寺沢より移転

・小松製糸、渥美郡より移転

45 (1912) 明治天皇崩御

大正 I(1912) 

2 (1913) 市立図1肘館開館

3 (1914) 第一次世朴大戦に参戦 東京駅開業 ・白河町秋菓神社に大正3年の銘が見られる

4 (1915) •白髭大神八矧神社に合祀

5 (1916) アインシュタイン相対性原理を発表 ・大字を町に改称、数栂市花田町となる

6 (1917) ・御大典記念前田耕地整理事業が始まる

・股栢花田郵便局開設

7 (1918) 市内に米騒動起きる 第一次世界大戦終結

8 (1919) ・小栗風雄、留月荘（花田町字西郷）新築

10 (1921) 原敬賠殺 • 野黒町秋菓神社に大正10年の銘が見られる

14 (1925) 市俎開通将通選挙法公布 ・立花町秋菓神社に大正14年の銘が見られる ・渥美屯鉄（花田 • 田[] |iil ) 開業

15 (1926) 12.25大正天皇崩御 ・小栗風菓死去

昭和 I(1926) •この頃町内組織として6町あった（羽根井・中郷 · 八通 ・野規 ・ 立花・中央）

・牟呂パスの営業開始

2 (1927) ・羽根井派出所設骰

・渥美屯鉄、花田・新悶梃Iiil開通

・索蒋嗚神社から八剣神社へ塞神社が分社される

3 (1928) 八幡耕地整理事業始まる

4 (1929) 世弄大恐慌 ・股梃駅西口開業

5 (1930) 上水逍通水 ・七面結社（後の大法寺）できる

6 (1931) 満州事変 ・花ヶ崎共存園が花ヶ蛉学校跡地にできる

公会詣できる

7 (1932) 清川正ニロスオリンピック金メダル ・牟呂村字郷社東・往還西・往還東が往完町となる

8 (1933) 日本固際連盟を脱退 • 羽根井詠常小学校rlil校

・羽根井には約100の製糸工場があった

年表
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プじ 号 n本・ 豊梢 羽根井校区

Il{1利I9 (1934) 数柏動物園lf.i]山へ ・ 花!TI町字野添 •五丁 • 八剣・羽根井前・久保田が羽根井町から分かれ、錦町をつく

る

・花ヶ蛉共存園が花ヶ崎保宥園と改称

・八剣神社旧社殿逍営

10 (1935) ・化I―ll蹄線栢渡柏式

11 (1936) 2.26 1if|’ •八矧神社の神楽が復活する

•柳生川連河竣工式
12 (1937) H中戦争起こる

13 (1938) 国家総動目法公布 ・丸卜飼料、柳生川迎河筋へ移転

14 (1939) 米穀配給統制法 ・羽根片町が3町に分かれる

（第一羽根井、第二羽根JI'、第三羽根升）

・大H本兵器の工場ができる

15 (1940) Fl独fJトニ国軍’li同盟成立 ・羽根井<i常小学校、科等科を併設し、羽根井衿常店等小学校となる
• 豊柏粕機の工場ができる

・八通lり「秋蕪神社にII召利115年の銘が見られる

16 (1941) 太平洋戦争起こる •羽根J中国民学校と改称
18 (1943) 学徒動貝体制確立 •化ヶ崎保育園、戦時保育園と改称

・盟栂瓦斯、浜松瓦斯と合併し、中部瓦斯となる

19 (1944) 束南海地設が起きる ・ ンI~根｝卜国民学校校庭に防空壕できる

・旭航空兵器設立

20 (1945) 三河地虚 広島長崎原爆投 F ・盟栢空襲で校区の大半が焼失

股柏空隈終戦 •白）h|産業の設立

21 (1946) 盟植I』11戦災復典廿画 ・花ヶ蛉保育園、羽田保育悼l分園と改称

型柏駅完成 ・羽根片郵便局設骰

天g陛―F行幸 ・化中町が中郷から分かれる

22 (1947) 教宥枯本法の公布 •羽根Jt小学校となる
六・三制実施 ・羽根Jl小PTA発足

第1同市町村長選挙 大竹藤知市長(15代） •西部第一中学校開校

日本国憲法発布 ・羽根片校区社会教育委員会できる

・イチピキ製梨（水，0，製菜）大l1本兵器跡地へ移転
23 (1948) 新制邸校発足（弗女共学） •西部第一中学校が羽田中学校と改称

極東軍1i裁判 ・丸織紡紹、豊屈粕機跡地へ移転

24 (1949) 湯川h',lJ：ノーペル廿受廿 ・既t1戦災復典事業始まる ・衛生委員会設骰
25 (1950) 朝鮮戦争起こる •南中央町が白河町になる

盟栢民衆駅できる ・股栢市更生保i應婦人会羽根井校区支部結成

・羽田II-I学校校舎完成

26 (1951) サンフランシスコ平和条約 ・校区辿絡委員会の結成，投護学校開設

日米安全保障条約 ・羽根片小学校給食室新設

第1同NHI<kJ白歌合戦放送 ・羽田保育園分園が花ヶ蛉保脊園と改称し、園舎新築移転

•野黒町公民館できる

・光賜製菜が柴田骰糸跡地へ移転

27 (1952) •前田耕地整理組合解散に伴い、地番変更（イと中町・羽根井町・中郷町・花田町西
郷・花田町字南新起）

28 (1953) 13号台風 ・校区総代会ができる

テレビ放送IJll始 ・f供会結成

・柳生川運河堤防改修

29 (1954) 豊梢産業文化第大博究会1}flfiii ・大山塚（野黒）踏切閉鉛

・塞神第一踏切閉鎖

30 (1955) 二川・石巻・高豊老津•前芝 •fi茂 ・ 杉山 •豊屈市健民少年団羽根Jt校区隊結成
各村が豊柏市に合併 人口20万人 ・大山塚（野黒）人道柏完成

31 (1956) 豊梢市制50年 •第一羽根井が羽根井本町となる

•第三羽根井が羽根井町となる

・八通町公民館完成

32 (1957) 南極「昭和基地」開設 • 第二羽根井が羽根井冗町となる

34 (1959) 伊勢泡台風 皇太子さま正田美智子さ ・復興 1:地区画整理による地番の変更（白河町・野馬町・立花町・羽根井本町・錦町）
まとご結婚 吉田大屈竣工 ・羽根井処理場完成

35 (1960) 安保闘争 ・羽根井小が給食優良校として文部大臣n・受廿
36 (1961) 国勢閲在 ・往完町公民館完成

豊柏人口215,513人 • 第一回羽根井校区体育大会開かれる

37 (1962) 金田J|：．．一奪二振3,514の世界記録 ・索燕IIり神社現社殿完成

• 羽根J1：小テレピ学習始まる、視聴tt教脊奨励'n·受11’

50 



年表

冗号• 11 本・豊梢 羽根 井 校区

昭和38(1963) 翌屈駅西口階上駅完工 ・羽根井校区老人クラプ結成

39 (1964) オリンピック束凩大会 ・錦町文化センター完成

束洵逍新幹線開通

40 (1965) 豊川放水路完成 ・中郷町公民館完成

42 (1967) 市民文化会館できる •八剣神社現社殿完成

•光阻製笈宝飯郡一宮町へ移転

・羽根片小南恨11歩逍屈完成

43 (1968) 小笠原諸島返還 明治百年記念式典 • 羽根井小日本一健庫優良学校として表彰される

郵便番号制スタート

44 (1969) 束名低速逍路l開通 ・県逍化田・大崎線がt1li装される

アポロ11号人類初の月符陸 ・八紗三味場移動整理

45 (1970) 日本初の人工衛星打ち上げ ・羽根井本町公民館できる

H本万国博開催 ・羽根Jヤポンプ場完成
・羽根J・1：小PTA文部大臣れ表彰を受ける

46 (1971) • 豊柏駅東西連絡地下逍完成

47 (1972) 盟梢港1}術1港 • 町名変更により羽根井西町できる

沖縄返遠 札幌冬季オリンピック開催

48 (1973) 石油ショック

49 (1974) •羽根井校区交通少年団結成

50 (1975) 山阻新幹線開通 ・往完保育園開園

51 (1976) •羽田中学校区百少年（建全育成会結成

•1E巾ちびっこ広場できる

52 (1977) ・羽根井地区市民館完成

・化ヶ蛉保育園園含全面i改築
53 (1978) 盟梃技術科学大学1財校 ・往完郵便局設罫

55 (1980) 豊栢市汽源化センターIJfl設
56 (1981) 死亡原因1位「ガン」 ・羽根井冗町公民館完成

100オ以上揺齢者1,072人 ・羽根JI：小体育館完成
・塞神社（八剣神社境内）の社が建て直される

・花ヶ崎村絵図を発見

57 (1982) 「羽根井小創立50周年記念誌」出版 ・水、恥製媒明海町へ移転

58 (1983) 東凩ディズニーランド1月園 • 豊屈市中央図因館完成

・深兄工業ft竹町へ移転

・限営住宅（往完町）完成

・羽根井小学校ソニー優良校に選ばれる

・八通町の祭りみこし復活

60 (1985) 日航機挫落500名死亡 ・羽根井小視聴北教脊廿〈文部大臣廿〉受廿

61 (1986) 市制施行80周年 • 白 iiiJ町公民館完成

伊豆大島大哨火 ・羽根井ちびっこ広場できる

• 八矧神社境内忠魂碑再建

62 (1987) ・校区史「わが町羽根井」出版

63 (1988) 自然史h'i物館llfl館
64 (1989) 昭和天皇崩御

平成 I(1989) 総合体有館開館

2 (1990) 公共地下駐車場パーク500完成 ・羽根井小学校新校舎竣工式 ・記念碑除秘式

3 (1991) ー川宿本陣汽料館開館

4 (1992) 数栢市総合動植物園1}t11刈 ・羽根井小学校区百少年9建全育成会結成 ・羽根Ji'小学校創立60周年記念式典

5 (1992) 市の人口が35万人を突破

6 (1993) フイフポートとよはしオープン ・羽根井小学校学習用コンピュータ9台設硲

8 (1996) 新市民病院1}り院

市役所新庁舎（現・東館）完成

9 (1997) 型栂駅東西述絡通路全面完成

10 (1998) ・羽根井小プール温水シャワー完成

11 (1999) 全国22番目の中核市へ移行

13 (2001) 市の人口が37万人を超える

14 (2002) JR二川駅の新駅舎オープン ・「土11/ilひろば」始まる

盟相市出身の小柴昌俊さんノーベル物

理学廿受柑

16 (2004) 総合福祉センター「あいトピア」オープン ・羽根井小2学期制研究協力校委揺を受ける

18 (2006) 市制施行100周年 •とよはし 100祭記念羽根井夏まつり開催 (7月29 13 ) ・羽根井校区史完成

51 



52 

編集後記

永く続き移り変わってきた羽根井、これからも営々と進み行く羽根井、私たちはそのー

時代に生きている。ここに出来る限り忠実に校区の歴史としてとどめておく校区史発刊に、

編集者一同最大限の知恵と時間をかけて取り組みました。平成17年7月にスタートした編

集委員会も、会を重ねるごとに歴史の流れや史実を模索し、資料を調査したり、関係機関

ヘ聞き込みをするなど意欲的になって、時には会議が深夜に及ぶこともありました。少し

でも読みやすく、わかりやすい表現、表記に何度となく推敲しました。

出来上がった冊子は十分満足のいくものではありませんが、校区の歴史の一端を記し残

すものであると信じます。

本書の編集にあたり数多くの方々のご指導、ご協力に感謝とお礼を申し上げます。

協力•関係者（敬称略）

豊橋市役所
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